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鳥取市議会予算審査特別委員会総務企画分科会会議録

会 議 年 月 日 令和４年３月８日（火曜日） 

開 会 午前 10 時 46 分 閉 会 午後３時 42 分 

場 所 市役所本庁舎７階 第１委員会室 

出 席 分 科 員 

（８名）

分科会長 吉野 恭介 

副分科会長 伊藤 幾子 

分 科 員 加嶋 辰史、石田憲太郎、星見 健蔵 

    横山  明、秋山 智博、砂田 典男 

欠 席 分 科 員  なし 

分 科員外議員  なし 

事 務 局 職 員 主査兼議事係長 毛利  元  調 査 係 主 事 福田 佳菜 

出 席 説 明 員 【総務部】 

総 務 部 長 浅井 俊彦   次長兼総務課長 冨田 恵子 

総務課公文書管理室長 有元 薫治   総務課課長補佐 蔵増  彩 

次長兼行財政改革課長 河口 正博   行財政改革課課長補佐 宮崎  学 

次長兼職員課長 塩谷 範夫  職員課課長補佐 藤田 浩一 

次長兼検査契約課長 下田 俊介  検査契約課課長補佐 河上 昌輝 

次長兼財産経営課長 一村 泰志  財産経営課課長補佐 中村 和範 

資産活用推進課長 戸田 昭弘  資産活用推進課課長補佐 福井 一朗 

【総務部 税務・債権管理局】 

税務・債権管理局長兼市民税課長 坂本 宏仁  次長兼収納推進課長 吉田 彰克 

収納推進課課長補佐 池原 章博  固定資産税課長 中島 辰哉 

固定資産税課課長補佐 山本 泰史  市民税課課長補佐 谷本 泰志 

【総務部 人権政策局】 

人権政策局長兼人権推進課長  武田 敏男  人権推進課課長補佐 太田奈津美 

男女共同参画課長 池上 朱美  男女共同参画課課長補佐 蜂谷 知哉 

中央人権福祉センター所長 川口 寿弘  男女共同参画センター所長 安本 哲哉 

【危機管理部】 

危機管理部長  乾  秀樹  危機管理課長  植田 孝二 

危機管理課参事 岸本  誠  危機管理課課長補佐 太田 瑞穂 
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 【企画推進部】 

企画推進部長 高橋 義幸  企画推進部経営統轄監 河井登志夫 

次長兼政策企画課長 渡邉 大輔   政策企画課課長補佐 平田 政志 

政策企画課地方創生・デジタル化推進室長  上田 貴洋   秘 書 課 長 山根康子郎 

秘書課広報室長 松本   縁  文化交流課長  福山 博俊 

文化交流課課長補佐 小清水晃子  国際交流プラザ所長  大田 斉之 

情報政策課長 山根 寿彦  情報政策課課長補佐 松田 仁史 

情報政策課課長補佐 田渕   聡 

【監査委員事務局】 

事 務 局 長 富山   茂  局 長 補 佐  冨田 久人 

【選挙管理委員会事務局】 

事 務 局 長 小嶋  宏  事 務 局 次 長 馬場 睦雄 

【出納室】 

会 計 管 理 者 中村 理人  出納室室長補佐 井上 拓也 

【市議会事務局】 

事 務 局 長 森山  武  事 務 局 次 長 植田 光一 

傍 聴 者 １人 

会議に付した事件 別紙のとおり 

予算審査特別委員会総務企画分科会に切換え 午前 10時 46分 開会 

◆吉野恭介分科会長 それでは、総務企画委員会をこれで終了いたしまして、予算審査特別委員

会総務企画分科会を開催いたします。分科会への切替えをお願いいたします。 

それでは、これより質疑に入ってまいりますが、本日の分科会について、３点確認をさせて

いただきます。 

まず、１つです。分科会では、討論、採決を行うことができません。２つ目です。議案審査終

了後、分科会長報告に盛り込むべき事項は取りまとめますが、分科会長報告は、審査時におけ

る質疑、答弁、意見を報告するものとなっておりますので、審査時に出された意見等以外は報

告することができません。御注意ください。３点目、分科会長報告は、各分科会で確認するこ

ととなっておりますので、皆様の御協力をお願いいたします。 

議案第５号令和４年度鳥取市一般会計予算のうち所管に属する部分（質疑） 

◆吉野恭介分科会長 それでは、質疑に入ってまいります。議案第５号令和４年度鳥取市一般会

計予算のうち、本委員会の所管に属する部分の質疑を行います。質疑、御意見のある方は、順

次御発言をお願いいたします。ございませんか。ありませんか。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 
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◆吉野恭介分科会長 はい、伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 すみません。危機管理の備蓄のことなんですけれども、事業別概要書で

いけば何ページになるのかしら。ちょっとまず最初に聞きたいことは、去年だから、今年度の

予算の、当初予算のときに、備蓄用品を、旧市内の小学校には備蓄用品あるけど、新市域は学

校にはなくて、総合支所から運んでくるような形になるんですって言われたんです。それで、

今年度は、令和３年度は、その新市域の学校にも幾らかは配備をする予定ですって言われたん

ですよ。それが、ちょっと今年度、その新市域の何か所の学校にそういうことが、備蓄品を配

備することができたのか、まずその点を最初にお聞かせください。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。伊藤副委員長さんのおっしゃ

られたように、今年度、全体的な、特に旧市で備蓄を、小学校等でしております備蓄の棚卸し

をして、それと併せて、全体的に、旧市についても検討していきたいというふうに考えており

ましたが、ちょっと現在、まだ棚卸しが済んでおりませんで、これ、来年度にかかって、また

進めていきたいと考えておるところでございます。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。新市域の分ですよね、新市域ですよね。だから、旧市の学校の棚

卸しをして、その結果、また新市域にも配備するっていうことですよね、違いますか。 

○植田孝二危機管理課長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。おっしゃるように、旧市の分

をしてみて、その全体像っていいますか、それを把握した上で、新市についても、現在総合支

所に置いてるものを、避難所になる小学校等に置くかどうかということを検討して、それのほ

うが効率的っていうようなことであれば、配備したいと考えておるところです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 はい、伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 検討をしてみて、効率的だったらっていうことなんですけど、令和３年

度にそれをやるっていうようなことが、去年の当初予算の説明のときには言われてたので、ぜ

ひ、来年度にそれがなったとしても、やっぱりそれは検討して、絶対学校にあるほうが便利な

ので、やっぱりそこは対応していただきたいと思います。 

それからもう一個、47 ページの下段のその備蓄事業のところで、ちょっと昨日の総括質疑を

聞いてて、ちょっと私が聞き漏らしたのかもしれませんが、②のとこで、本市独自に備蓄を進

めていくということで、間仕切りだとか段ボールベッドだとか、何か名前はこう言われたんで

すけれども、新年度、一体何をどのくらい整備しようと考えてるのかっていうのを、具体的に

聞かせていただけますか。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。伊藤副委員長お尋ねのところ
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でございますが、②の鳥取市独自で、本市独自で備蓄を進める事業のうち、何をというところ

でございますが、例えばですね、はい。避難所で使います、炊き出し等で行った際に使うとき

に、使うラップですね、食品ラップ、これを 815 個、使い捨てスプーンを２万 4,490 本、割り

箸を同じく２万 4,490 膳、医薬品、これは一式ということになりますので、ちょっと金額ベー

スですが、これを約 14万円、こういったものを鳥取市独自の備蓄品として、令和４年度は購入、

整備したいと考えております。以上です。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 じゃあ、ちょっと最後、①、②、③の予算内訳、それぞれ教えていただ

けますか。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。①、②、③の区分ごと集計は

ちょっと整理しておりませんで、ただいまから、ちょっと区分ごとに集計して、ちょっと後ほ

どお時間頂いて御報告させていただければと思います。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 お願いします。はい。そのほか質疑ありますか。 

◆星見健蔵分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 事業別概要書 40 ページの上段です。生活困窮者自立支援相談事業費というこ

とで、1,637 万 6,000 円ですね。これは、就労、自立に関する様々な相談支援、情報提供、事業

利用のための計画の策定などを行うとされております。この事業費の内訳、多分、支援員さん

の給与っていうことだろうというふうに思っておりますが、その事業の内訳と、事業費の内訳

と年間の相談件数ですね、これについてお尋ねしたいと思います。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 はい、川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。まず、

事業費の内訳でございますけれども、御指摘のとおり、ほとんどが会計年度任用職員の人件費

になりますが、まず、この人件費相当分が 1,441 万 4,000 円になっております。そのほか需用

費が 46 万 1,000 円、役務費が 123 万 5,000 円、通信運搬と電話等でございます。委託費が２万

9,000 円で、ＳＮＳの設定や契約料となっております。車両借り上げ料が 22万 7,000 円でして、

これは公用車のリース料になっております。あと、負担金が１万円で、研修会負担金となって

おりまして、総額 1,637 万 6,000 円でございます。 

それから、相談件数ですけども、令和元年度からの対比で御報告申し上げますけども、令和

元年度は 276 件、令和２年度が 655 件、令和３年度も、令和２年度とほぼ同数程度の相談件数

になる見込みでございます。いずれも、これは新規の相談者数という数字でございます。以上

でございます。 
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◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 今、大体が、そういった職員さんの給与ということでありますけれども、元

年度が 276 件の相談、それで、２年度から３倍近く相談件数が増えとるわけですね。それで、

この相談支援員さんが、元年度は何人ぐらいおられたのか分からんのだけども、相談件数は３

倍に増えて、今その職員が、元年度も５名の支援員さんで一緒だということになれば、当然、

人手が不足するような事態にもなるというふうにも思うわけですが、その辺のところは、５名

の職員さんで、支援員さんで十分だという考え方であるのかということ、適正な人員であると

いう、人数であるというふうに思っておられるのか、その辺のところを聞かせてください。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。相談

支援員の配置状況ですけども、昨年度までが相談支援員４名でして、この４年度からプラス１

名増員をさせていただこうとするものです。あとは、２年度、３年度相談件数が増えておりま

すが、対応としては、この４人の会計年度任用職員が、少しちょっと例外的ですけども、時間

外の手当もしながら対応していただいたというふうな実態がございます。 

あとは、今後ですけども、令和４年度以降は、重層的支援体制整備事業等、関係機関との連

携によって、困難事例に対応するような体制も整いますので、そういった辺りもうまく活用し

ながら対応してまいりたいというふうに考えております。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。はい。そのほかありますか。 

◆石田憲太郎分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい、石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。事業別概要書の 46 ページの下段で、防災行政無線の整備事業ですけ

ども、令和４年度、屋外拡声子局更新ということで、説明を伺ったときに、建て替え更新だと

いうことでお伺いをいたしました。それで、特に沿岸地域の、多分塩害ですかね、が結構厳し

い環境のところについて、20 台の建て替え更新だというふうに理解しましたけども、平成 18年

から運用開始をしたということで、たしか説明の中で、耐用年数、何か柱が 30年で、設備が 10

年だったかなっていうふうな説明を受けたと思うんですけども、平成 18 年からだったら、まだ

柱なんか、16 年ほどの経過だと思うんですけども、その辺りは、もうそれで交換をしないとい

けないのか、その辺りをちょっとよく説明いただけたらなと。また、もう少し耐用年数がある

から、もっと先でもいいんじゃなかろうかと思ったりするんですけど、建て替え更新だと言わ

れたので、もう一から建て直し、更新されるんだろうなあっていう理解をしたもんで、その辺、

ちょっと説明いただけたら。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。このたび、令和４年度につき

ましては、おっしゃるように、沿岸部の塩害地域が強い地域を中心に建て替え、建て替えって

いいますか、設置替えをする予定としております。30年と、柱 30 年、設備 10年、これにつき
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ましては、固定資産税上の耐用年数を目安にしていまして、そういった答弁させていただきま

した。委員おっしゃるように、これは塩害地域ということで、比較的損傷が、損傷っていいま

すか、老朽化が進んどる地域のものでありますし、安定的な運用をしたいということで、今年

度、30年よりは早い期間にはなりますけど、実地の状況等を踏まえまして、建て替えっていい

ますか、全部、屋外拡声子局を替えるというような予定にしております。以上です。 

◆石田憲太郎分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。分かりました。環境によって、かなり損傷が、沿岸域でしたら塩害

ですね、いうことで、寿命も短くなるんだろうなあと思いました。はい。結構な、当然、金額で

すし、防災行政無線なので、これについては、やっぱりきちんとした整備といいますか、それ

が求められるものですから、それについては致し方がないだろうなと思いますけども。はい、

分かりました。ちょっと続けてもいいですか。 

◆吉野恭介分科会長 はい、お願いします。すみません、その前に、この関連はありますか、大

丈夫ですか。はい、じゃあ、石田委員お願いします。 

◆石田憲太郎分科員 すみません。37 ページの上段ですけども、市民啓発推進費ですけども、前

にも、前にも聞いたことがあるかも分かりません。この中の事業内容の中の④のネットモニタ

リングのとこですけども、ネット上の差別書き込みの実態の把握、拡散を防止するっていうこ

とが書いてあるんですけども、とても大事なことではあるんですけども、これ、ネット上の書

き込みの実態を把握して拡散を防止するっていうのは、かなりの労力っていいますかね、が必

要になってくると思うんですけども、実際、本当にどこまでその辺りの対応っていうのがなさ

れとるのか、ちょっと実態を教えていただけたらと思います。 

○武田敏男人権政策局長兼人権推進課長 はい、委員長。 

◆吉野恭介分科会長 武田局長。 

○武田敏男人権政策局長兼人権推進課長 はい。ネットモニタリングにつきましては、拡散とい

いますか、基本的にはモニタリングをしてまして、不適切っていうですか、差別を助長するよ

うな、例えば、主には、これは同和問題と、それからコロナが、コロナ禍ができてからは、コロ

ナに関する誹謗中傷なんかはモニタリングをしております。そして、そういう不適切なものに

つきましては、ネット上で削除要請という形を行っております。そういう形で、こういうＳＮ

Ｓ上で、そういう差別とか、そういう偏見とか、そういうものを、何ていうですか、点検、点検

っていうですかね、点検って言っていいのか、何ていうですか、そういうことがないような形

で行っているものではあります。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。とっても大事なことでありますし、このコロナのときは、例えば県

なんかは、ＳＮＳ上のそういう誹謗中傷云々ってことで、そういう対応をやっておられたって

いうのは承知しております。非常に大事なことではあるんですけども、非常に難しい、難しい

っていいますかね、いたちごっこ的なことになろうかと思うんですけども、実際、それ、発見

して削除要請したやつは、例えば、この令和３、今年度どれくらいあったかちょっと聞かせて
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いただけますか。 

○武田敏男人権政策局長兼人権推進課長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 武田局長。 

○武田敏男人権政策局長兼人権推進課長 すみません。今年度の４月～１月までですね、令和４

年の１月までの実績でありますが、一応、削除要請件数、全体では 74件行っております。実際

に削除された件数は、そのうち 14件にとどまっております。 

◆吉野恭介分科会長 いいですか。 

◆石田憲太郎分科員 いいです、はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか質疑はありますか。 

◆星見健蔵分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 事業別概要書 49 ページの上段、警防業務費であります。事業内容は、消防団

員の出動に係る出動報酬、団員派遣旅費、各種訓練への費用助成というようなことになってお

ります。特に本年度は、先ほどもございましたけども、出動報酬等の改定がなされるというこ

とになっております。これまで 3,300 円だったものが 8,000 円ということに引き上げられるわ

けですね。それで、この予算額 2,517 万 4,000 円の中に、そういった出動報酬等が、まず含ま

れておるのかということをお聞かせください。 

○植田孝二危機管理課長 委員長 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。この予算の中に出動報酬、こ

のうち火災ですとか、水火災ですね、とか警戒、訓練、こういったものについての出動報酬を

含んでいるものでございます。申し訳ございません、訂正いたします。水火災と申しましたが、

火災です。水害については、別途水防費のほうで計上しております。はい、以上です。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 私は、こういった改定、処遇改善ということは、従来から非常に思っておっ

たんですね。もう本当に地域の、それこそ安全を守るために、本当に日夜、火災、期間中であ

ったり、警報を鳴らしながら毎日夜パトロールを行ったり、いろんな様々なことをやっておら

れます。それで、特に仕事を持ちながら、やっぱり団員活動というのは本当に大変なことで、

操法であったり、もう頭が下がる思いはしておりまして、やはり、こういった処遇改善という

のは、従来から私も思っておったところであります。 

それで、この予算書を見れば、令和２年度は 1,425 万 2,000 円ということで、これはコロナ

禍にあって、やっぱり訓練等々が中止になったり、大会が中止になったりというようなことで、

元年、３年に比べてれば、かなり下がっておるというふうに思うわけであります。その 2,517 万

4,000 円というのが、先ほど、火災等々ということがあったですけども、やはり、こういった出

動報酬は引き上げられた中で、2,517 万 4,000 円というのは、前年度予算に比較しても、さほど

増えていないような気もするわけですが、この予算で十分だというふうに思っておられるのか、

その辺をお聞かせください。 
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○植田孝二危機管理課長 委員長 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。この出動報酬等を含む警防業

務費につきましては、先ほどの議案で御審議いただいたように、実災害ですね、火災や水害に

ついては、火災については、8,000 円という増額をさせていただくこととなります。これに伴っ

てでございますが、火災とかそういった実災害は、コロナ禍においては、そんなには、コロナ

禍においても災害は待ってもらえませんので、件数的には変わらないんですが、訓練的なとこ

ろがなかなかまだ見通せないというところもあって、そういったところで、消防団の１年間の

事業計画を見通して、この予算額で賄えるのではないかというようなことで、現在のところは

考えております。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 はい。分かりました。それで、私、先ほど質問すりゃあよかったですだけど、

その処遇改善ということで、多忙化しておるというようなこと、それから危険が伴っておると

いうようなことで、やっぱり改定をすべきだということで、私も賛成をするところであります。 

それで、全国的に、この消防団員の不足ということが取り沙汰されております。鳥取市でも

例外ではないというふうに思っておりますが、まず、消防団員の欠員が生じておる団がどの程

度あるのかということ、それから、この報酬改定等々を行うことによって、この団員の確保が

十分に見通せるという考え方、将来的な考え方ですね、この辺のところをお聞かせいただきた

いと思います。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。消防団の定員につきましては、

定員は 1,354 人ということで定まっていまして、現在は、現在 1,268 人の団員がございます。

定員を割り込んでおりますが、分団ごとに定員を定めておるものではございませんで、この

1,354 人の定員の中で運用しとるというところが実態のところでございます。 

あと、報酬の改定によって団員確保ができるかどうかというようなお尋ねであったかと思い

ますが、これにつきましては、消防団の組織内に活性化検討委員会という組織を、消防団員さ

んと、あと消防局の警防課の課長さん、入っていただきまして、消防団員の確保や、よりよい

活動について検討しとるところでございます。この報酬改定についても、この活性化検討委員

会でいろいろ意見を頂きました。その中の意見では、当然、処遇改善によって団員のモチベー

ションですとか、入団しようかというような動機づけにはなっていくというような意見が大半

を占めましたが、ただそれだけでなくて、やはり気持ち的には、消防団員というのは、ボラン

ティアの気持ちで入団していただいて活動していただく方がほとんどだということで、それも、

報酬のこともさることながら、いかに魅力ある消防団にしていくかということで、この 1,354

人の定員を満たしていくような方策を、今後とも検討していきたいということで考えておると

こでございます。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。 
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◆星見健蔵分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか質疑はありますか。 

◆加嶋辰史分科員 同じ。 

◆吉野恭介分科会長 関連ですか。 

◆石田憲太郎分科員 ちょっと警防の関係で。 

◆吉野恭介分科会長 はい、石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 すみません。ちょっとこの警防業務費、消防団の関係のことで、ちょっと

１点お伺いさせていただきたいと思うんです。以前に、運転免許制度が変わったっていうこと

で、準中型免許の取得について、公費負担の制度とかいうのは、これは導入されるんですかね。

ちょっとそこだけ確認をさせていただきたいです。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。おっしゃるように、免許制度

の改定に伴ってということがございますが、現在のところ、鳥取市では、まだ大きな問題には

なってないかなということで、現在のところ、公費の導入は検討していないとこであります。

以上です。 

◆吉野恭介分科会長 石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。じゃあ、仮にそういう事例が起きたときにでも、対応ができないと

いうことですね、今現状ではね。もう自費、実費で、実費でそこは消防団員で、消防団のほう

で対応してくださいということですね。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。車両のほうにつきましては、

各分団で運用管理しとるとこでございます。先ほど申しましたように、現在のところでは、分

団内の団員の中でポンプ車の運用ができているというような認識でございまして、そういう運

用ができない、免許によって運用ができないというような状況には、現在のところはないと考

えております。以上です。 

◆石田憲太郎分科員 はい。

◆吉野恭介分科会長 石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。分かりました。実態はそういうことですね。でも、今後、そういう

ときが発生したときに、そういう対応が整備されていないっていうのはいかがなものだろうか

と思いますので、私は、そういうことも想定した上で、そういう準備は、そういう制度として

つくっておけば、私はいいもんだと思ってますんで、その辺もちょっと今後の検討の部分でお

願いしたいなと。これは、すみません、要望です。 

◆吉野恭介分科会長 はい。はい、そのほか。 

◆横山 明分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい、横山委員。 
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◆横山 明分科員 はい。先ほどに関連してですけれども、この消防団員 1,354 名の中に、女性

の割合はどのぐらいあるんでしょうか。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 危機管理課、植田でございます。女性団員について、ちょっと具体的

な数、確認いたしますので、少々お待ちいただいてよろしいでしょうか。 

あと、すみません、先ほど伊藤副委員長さんからのお尋ねございまして、保留させていただ

いたものがございます。集計しましたので、御報告いたします。まず①の、事業別概要の①の

連携備蓄によるものの予算額です、の内訳ですが、480 万 4,000 円を予定しております。②番の

鳥取市独自、本市独自の備蓄については 13万 8,000 円、あと、③番の倉庫内の、備蓄倉庫内の

整理等の業務委託等でございますが、これは 109 万 2,000 円でございます。あと備蓄倉庫の電

気代ですね、光熱水費も含んでおります、18万円を含んでおりますので、合計 621 万 4,000 円

という予算額になっております。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。はい、そのほか質疑、はい、加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。先ほど、星見委員からの質問の回答の中で、植田課長から

消防団員の不足の解消を検討していくというような意味合いの言葉があったと思うんですけれ

ども、資料３の 23ページですが、非常備消防費で、危機管理課が担当になっているこの予算の

中に、そもそも消防団員を確保しようとするための予算があるのか、この警防業務費の事業概

要を読む限りでは、新規団員獲得っていう文言はなくて、そもそも協働推進だとか、違う課の

所管であって、危機管理課のほうでなかったりとか、そういうことがないのか、一度確認させ

てください。今回予算が振られている、危機管理課に予算が振られている中で、消防団員の不

足解消のための予算というものは、そもそも計上されてるのか、もしくは各地区の努力目標と

いうようなものなのか、その点を説明願います。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。加嶋委員さんの御質問、消防

団員確保のための予算が計上されているかということかと思います。消防団員確保につきまし

ては、先ほどおっしゃったように、今現在主流になっておりますのが、各分団ごとの、地域内

での勧誘、声かけに、官民で行っとるところでございまして、予算上ですね、例えばＰＲの経

費ですとか、そういったものは計上していないところでございます。 

現在、先ほどちょっと消防団の活性化検討委員会のことを、ちょっと御紹介しましたが、二、

三か月に１回開催して検討しとるところでございますが、次回、年度内に、あと１回ぐらい開

く見込みでおりますが、次回以降ですね、例えば機能別消防団員とか、そういった何かこう取

組ができないかというようなことを検討していって、団員確保に努めていきたいというような

ことを検討していきたいと考えておりまして、その結果、必要ということであれば、予算のほ

うもお願いしていきたいというふうには考えてるとこです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 はい、加嶋委員。 
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◆加嶋辰史分科員 はい。御説明いただきました。現状、不足が 86 人ということですので、これ

よりもさらに広がってきたり、地区からの要望が増えてくれば、予算化もして、団員募集かけ

ていくような事業を図られたらと思います。届いてくる声では、消防団員の仕事の内容が分か

らなかったりだとか、練習を毎月日曜日の早朝ですか、そういうことを先輩から聞いてて、一

度入ってしまうと断り難いというようなところが、気持ち的にバイアスがかかってしまったり

っていうようなお声があったり、何でしょう、ＯＢの方というか、地区の方ですけれども、そ

ういった方と懇親をするところっていうのも、各皆さんが自分のプライベートな時間がなくな

ってしまうというところで忌避されるような声が聞こえました。柔軟な形で自治体も変わって

いかないといけないし、地区の方にも間に入って、柔軟な新規団員の募集のことがなせるよう

にしていただけたらと思います。すみません、消防団の質問は、ここで私は終わりなんですけ

ども、もし可能であれば、次の事業に行きたいんですが。 

◆吉野恭介分科会長 そのほか関連ありますか。はい、じゃあ、加嶋委員お願いします。 

◆加嶋辰史分科員 はい。防災ラジオ整備事業費についてお聞きします。令和２年度の途中の補

正予算で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を使って、補正前 8,000 台のも

のを、補正後１万 8,500 台で、補正額として、そのとき 8,700 万円ですか、それを可決したと

ころが記憶に新しいんですけれども、今回、48ページの下の段の令和２年度の販売数量の実績

は、１万 3,047 台となっていまして、そのときに１万 8,500 台分を補正してたと思うので、そ

れが、その差ですかね、5,000 台、約 5,000 台分の差がどうなったものかと、今後こういう防災

ラジオ整備事業費をしようとすれば、やはり財源としては、一般財源しか適用が基本的にでき

ないものなのか、その２点確認させてください。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。台数の整理については、少し

時間を頂いてよろしいでしょうか。 

あと、財源につきましてですが、これにつきましては、現在のところ、令和２年度につきま

しては、新型コロナの地方創生臨時交付金を活用できましたが、それが適用がなくなった現在

では、今のところは一般財源で対応しているとこでございます。有利な財源が、今後活用でき

るものがあれば、当然そちらのほうを活用していきたいと考えておるところでございます。 

あと、すみません、先ほどの女性団員さんの人数について、ちょっとお答えを保留しており

ましたが、今お答えしてよろしいでしょうか。 

◆吉野恭介分科会長 はい、お願いします。 

○植田孝二危機管理課長 はい。女性団員、現在 20 人おりまして、そのうち、女性分団っていう

分団を、女性だけの分団を組織しておりますが、その女性分団に 12人女性がおられます。残り

の８人というのは、地域ごとの分団に散らばって所属しているという状況でございます。以上

です。 

◆吉野恭介分科会長 横山委員、よろしいですか。 

◆横山 明分科員 はい。女性分団、この女性消防団員さんに係る費用は、これに入っとるとい
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うことですか。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。女性の消防団に、女性団員さ

んにつきましても、出動手当等は当然同じでございますので、この予算の中に含まれておるも

のでございます。以上です。 

◆横山 明分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。はい。加嶋委員、失礼しました。はい、加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。防災ラジオ整備事業費についてお答えをいただきました。

令和４年度販売数量 3,000 台見込みということですけれども、この 3,000 台を見込まれた根拠

といいますか、要望が 3,000 台以上あって 3,000 台を見込んだのか、その点を確認させてくだ

さい。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。令和４年度の販売数量予定3,000

台についてでございますが、要望といいますのは、なかなか個別に積み上がってくるものでは

ございませんが、令和３年度の年間を通しての販売台数が、現在のところ 2,900 台余り、実績

で既に売れとるというようなところを参考にしまして、3,000 台を目標に４年度も販売できた

らというところで予算を計上させていただいたところです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。お答えいただきました。当初、一番最初に事業化するとき

に当たっては、売れ残ってはいけないので、消極的な予算のつけ方というか、そういう発言が

議会のほうからもあったように思うんですけども、地区自主防災会ですか、買われるところも、

もう年々どんどん増えてきて、需要というものを一度調べられてから予算化されてはどうかな

と、今思いましたので、来年度以降といいますか、ラジオがたくさん、ロットごとに発注をか

けないといけないので、半端な数字で発注がかけれないということだったと思いますので、い

ま一度、来年度以降は、どの程度、市中にどれぐらい回って、どの程度需要がありそうかとい

うのも、もう一度調べられてはどうかと思いますが、その点いかがでしょうか。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。はい、委員さんおっしゃるよ

うに、自主防災会で、例えば、自主防災会は町内会ベースを基盤にしておりますが、そういっ

たところが、年度の、年の最後ぐらいに、予算の執行の中でまとめて買われるというようなこ

とが、割に年明けぐらいに結構まとまってあったりもしております。なかなかちょっと個別の

アンケートっていうのが、どういうふうに把握するのかっていう手だては、ちょっとすぐ浮か

びませんけど、需要については、何らかの方法で、販売業者さんの聞き取りですとか、何がし

かの方法で少しつかんでいくように努めたいとは考えております。以上です。 
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◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。はい。そのほか質疑ありますか。伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 事業別概要 39ページの下段、地域共生社会推進・生活困窮等包括的支援

事業費で、この新年度、一時生活支援事業ということに新たに取り組まれるわけですけれども、

この事業は前からあった事業で、任意事業としてあったものと理解してるんです。他都市では、

既にもうやられてたりしてたんですけど、鳥取市ではされてなかった。それを新年度、新規で、

これに取り組もうとされた理由を、まず聞かせていただけますか。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。一時

生活支援事業を令和４年度から実施するという経緯でございますけども、コロナ禍で相談件数

が、こう増えてくる中で、住居を失うおそれが、ある程度の経済的困難を抱える方以上に、も

う既に住居を失った時点で、そういう状況で相談にいらっしゃるっていうケースが幾つか出て

きておりまして、そういった際に、仮に生活保護の申請に、こうつなげるとか、様々な制度サ

ービスつなげるまでの住む場所がないと、今晩からどうしようというふうなケースも出てきま

して、そういったことに対応するために、この一時生活支援事業、そういったケースだけでは

ないですけども、例えばですが、そういったものにも対応できるように予算を上げさせていた

だいてるものです。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。私は、これが鳥取市でされることになって、本当によかったなと

思ってるんですけれども、昨日の総括質疑の中で、その一定期間内っていうのが原則７日、最

長で 14 日っていう答弁があったんですけど、私は、この一時生活支援事業を使う、活用する人

たちってどんな人たちだろうなって考えたときに、私は、ホームレスで本当に住むとこなくっ

て、生活保護も申請したいっていうような、本当に生活に困ってる状態の人を真っ先に思い浮

かべたんですけど、この原則７日、最長 14日っていうことで、そういうホームレスで生活保護

を本当に申請していかないとという人に対応できるのかなっていうふうに思ったりしたんです

よね。だから、本当に申請して、生活保護申請して、生活保護利用できますよっていう結果が、

大体こう２週間って言われてるんが、もう３週間だったり、それ以上かかったりって、いろん

なケースがある中で、この最長 14日が、場合によっては、その人の状況によっては、それがさ

らに延ばせる可能性があるものなのか、それとも逆に、この制度を活用した方については、こ

れは担当課が違うけれども、生活保護のほうが、もう早いこと審査してくれて、手続をちゃん

としてくれるものなのか、ちょっとそこが気になりましたので、その点はいかがでしょうか。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。７日、

あるいは 14 日という期間ですけども、通常の場合ですと、例えば、住居を確保すれば何とか取

りあえずはなるっていうふうなケースですと、７日の間に、通常３日ぐらいあれば、何とか住

居を確保できると思うんですけども、そういった対応をさせていただいておりますが、例えば、
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今副委員長さんがおっしゃったような生活保護の申請で、その間住むとこがないっていうふう

な場合ですと、その辺を見込んで、おおむね２週間というふうにはしてるのが、この考え方で

はございます。ただ、いろんな事情もあろうかと思いますので、今後、また詳しい定めをして

いく必要があると思いますけども、なるべく、この生活困窮者の方が自立に向けて体制が整う

ような支援を、しっかりと考えていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 本当に、人それぞれ困ってる中身が違うし、状況も違いますので、しゃ

くし定規にやらないように、個別に応じて対応していただけたらなと思います。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 そのほか質疑、御意見ありますか。はい、加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。事業別概要書は 41 ページ、予算書 207 ページ、子どもの居

場所づくり推進事業費についてお伺いします。令和４年度、立ち上げ支援を３食堂というとこ

ろですけども、どういった地域で、どういった特徴を持った居場所づくりなのかお尋ねいたし

ます。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。令和

４年度、新たに３食堂立ち上げというのは、もう今協議をさせていただいておりまして、それ

ぞれ、それに向けたボランティアの皆様の集まりができておりまして、そことそれぞれ協議を

させていただいております。３食堂のうち、２食堂が、これまで中学校区に食堂がなかった校

区になりますので、鳥取市としては、中学校区数が 17ございます。ここに最低１つはつくろう

という目標が、現在の 17 分の 11 が、こちらが新たに２校区増えますので、17 分の 13 という

ふうな見込みでおります。ちょっと具体的な校区名は、ちょっと差し控えたいとは思いますけ

ども、今後、また動きが変わる可能性もありますので、差し控えたいとは思いますが、それぞ

れ地域住民の皆さんが、様々な工夫をして考えておられまして、通常の食堂ですと、例えば、

ある公民館なら公民館で、毎月定例でやるというふうなものがこれまで多かったんですが、コ

ロナ禍でたくさんの人が集まれないとか、校区もかなり広い中学校区もありますので、そうい

った場合は、拠点もありながら、こうサテライト的に幾つかの町内会単位で食堂を実施しよう

とか、そういった工夫もされるようなお話をいただいておりまして、そういった新たな工夫さ

れる食堂も、しっかり応援していきたいというふうに考えております。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。市長公約の中にも、全ての校区に食堂をというものが 39の

うちの１つだったと思います。毎年着実に新規の食堂が増えていっておりますけれども、どの

ような背景といいますか、要因があって、こう上手に校区が増えたり、食堂の数が増えている

と認識をされてるかお尋ねします。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。基本
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的には、地域食堂の運営は、地域のボランティアの皆さんが、こう主体的に担っていただくと

いう前提ではございますけども、なかなかボランティアの皆さんが１つの固まりになるってい

うところが難しいところございまして、校区に、こう個々それぞれ、食堂のようなものに興味

があったり、実施してみたいなっていう方がいらっしゃるという、こう情報をいただいた場合

には、それをうまく皆さんをつなげるようなことを、私どものほうで支援させていただいたり

とか、あるいは一定の固まりができた段階では、その校区に呼びかけて、地域食堂を実施する

に当たっての講座等を開かせていただいて、興味・関心のある方をさらに募っていくとか、そ

ういった方とそのボランティアの固まりの方をこうつないで、組織化するようなお手伝いをす

るというようなことを、各校区において積極的にさせていただいてるところです。以上でござ

います。 

◆吉野恭介分科会長 はい。よろしいですか。はい、そのほかありますか。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 事業別概要書の 40ページの下段で、地域共生社会推進・包括的支援事業

費ですけれども、これは、職員２名の人件費であるということが昨日の総括質疑でしたかね、

相談支援に当たる人と、あと地域活動参加を支援する人っていうことだったと思うんですけれ

ども、事業が４つあるんですけれども、この２人の職員の方が、ペアでこの４つの事業をする

ものなのか、それとも、それぞれの職員さんに、何ていうんかな、が担当する事業があるのか、

まずそのことをお聞かせください。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。今お

話にありましたように、新たに職員２名を配置する予定でして、１人が相談支援包括化推進員

という名称を予定しておりまして、この事業別概要書の内容のところで言いますと、この相談

支援包括化推進員が、②の多機関協働事業と、アウトリーチ等を通じた継続的支援事業、この

２事業を担当する予定にしております。 

もう一人が、地域共生活動参加支援員という職を置くものですが、これについては、事業別

概要の内容の④の参加支援と、地域づくり事業、この２事業をそれぞれ担当するということに

しておりまして、担当もありますけども、この２人、あるいは既存の相談支援員等とも連携を

取りながら事業を進めていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 はい、伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 分かりました。それで、４つの事業があって、参加支援事業っていうと

ころで、ちょっとこれが既存の社会参画に向けた事業では対応できないはざまにいる人に対応

するためって書いてあるんですけれども、ちょっとこの事業でやろうとしてることが、なかな

か、ちょっとイメージがつかなかったんですけれども、ちょっとどういった感じのことをやろ

うとしているのかお聞かせください。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 
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◆吉野恭介分科会長 川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。参加

支援の事業でありますけども、これは先ほどお話ししたように、①の地域づくり事業とも関連

しているものですが、例えば、①の地域づくり事業で、地域食堂等でのボランティアの場面で

ありますとか、あるいは地域食堂から派生して、今様々な事業が展開されておりますので、そ

ういった中で、こう役割を幾つか準備をいたしまして、そこに、この参加支援の取組で、社会

的に孤立されてる方や、これまでいろんな地域の取組に関わり切れてない方を、そういった地

域食堂の取組でありますとか、活動に、こう役割を持っていただけるような形で参加を促して

いく、あるいはマッチングをしていくというふうな事業を展開する予定でございます。以上で

す。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。事業別概要書に、重層的支援体制整備事業の生活困窮分野ってい

うことが書かれてあって、それで、この重層的支援体制整備事業っていうことは、福祉の分野

でもいろいろ何か出てきたりしてて、本当にいろんなところが関わってやる事業だなというふ

うに思ってるんですけど、一体どこがというか、どの部署が、ある意味その全体の中心になっ

てっていうか、取りまとめてみたいな、そういう働きをするのかなというのがちょっと分から

なくて、例えば、中央人権福祉センターがそういう役割を担うっていうことになるのかどうか、

その点はどうでしょうか。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 川口所長。 

○川口寿弘中央人権福祉センター所長 はい。中央人権福祉センター、川口でございます。この

重層的支援体制整備事業については、福祉部の地域福祉課のほうが全体的な所管をしておりま

して、調整を図っていただいてるところです。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。とにかく、重層的支援体制整備事業ということで、いろんなとこ

ろが動いてるんですけど、なかなかこう目に見えて分かる状況には今なってませんので、新年

度、いろいろ取り組まれる中で、それがちゃんと目に見えて分かるようになればなと思います。

以上です。 

◆吉野恭介分科会長 そのほか質疑ありますか。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 すみません、事業別概要書 28ページの上段、情報公開制度運用事業費な

んですけど、この事業別概要の中で、③個人情報保護法の改正に伴う、鳥取市個人情報保護条

例の改正に向けた新たな個人情報保護制度の検討を行うというふうに書かれてあって、それで、

それに係る予算も含まれてるんでしょうかね、いろいろ検討しないといけない会議がね。ちょ

っとこの個人情報保護法の改正に伴うそういった取組っていうのを、新年度どういうふうにや

られるのか、まず聞かせていただけますか。 

○有元薫治総務課公文書管理室長 はい、委員長。 
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◆吉野恭介分科会長 はい、有元室長。 

○有元薫治総務課公文書管理室長 はい。公文書管理室の有元でございます。この個人情報保護

法っていうのは、昨年の５月に法改正が行われまして、来年度の４月に施行予定というふうに

なっております。今、国の説明会等、いろいろ開催はされてるんですけれども、ガイドライン

のほうが４月に策定されるということになっております。その４月に策定されたガイドライン

を受けて、またこの審議会のほうを開催して、そこで議論をしながら策定していくというよう

な予定にしております。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。その鳥取市の個人情報保護条例の改正の目途といいますか、それ

については、令和４年度内なのか、それとも令和５年度になってからなのか、その点はまだ分

かりませんか。 

○有元薫治総務課公文書管理室長 はい、委員長。 

◆吉野恭介分科会長 有元室長。 

○有元薫治総務課公文書管理室長 改正の目途というのは、いつ頃の改正になるかということだ

った思うんですけれども、令和４年度中に改正を行うということにしたいと考えております。

以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。国から、デジタル関連法に係るものだと理解してるんですが、国

から４月にガイドラインが出てくると。その中身を見てっていうことなんですけど、この予算

でいくと、大体その審議会っていうんですかね、審査会っていうんですかね、それを何回ぐら

い開いて、何人の委員さんの報酬がここに入ってるんでしょうか。 

○有元薫治総務課公文書管理室長 はい、委員長。 

◆吉野恭介分科会長 有元室長。 

○有元薫治総務課公文書管理室長 はい。公文書管理室の有元でございます。この審議会のほう

は、情報公開制度等審議会ということで、これは条例で 10人以内というふうに定められており

ます。回数につきましては、一応４回ぐらいをマックスで予算計上させていただいとるという

ところでございます。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 いいでしょうか。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか質疑ありますか。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい、伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 ちょっと横長の資料で、資料３って書いてる分ですけど、これの 17 ペー

ジ、17ページの真ん中辺りの総合企画費のところで、指定管理者制度導入事業費、47万 6,000

円っていうのがあるんですけれども、これは一体、ちょっとどんな予算なのかお聞かせくださ

い。 

○河口正博総務部次長兼行財政改革課長 委員長。 
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◆吉野恭介分科会長 河口次長。 

○河口正博総務部次長兼行財政改革課長 はい。行政政策改革課、河口でございます。こちらに

つきましては、指定管理者を選考する各部の選考委員会がありますので、そこの選考委員会の

選考委員さんの報酬、そういったものが主なものになります。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。選考委員会の予算だっていうことなんですけど、この付議案で審

議される条例改正に関わることなんですけれども、この間質疑をしたときに、指定管理期間満

了じゃない、指定期間を満たないときに、もうその指定管理者制度から外して、保育園の民営

化だったんですけど、そういう場合に、その条例とかガイドラインには記されてないっていう

議会答弁があったんですよね。だから、これは選考委員会のそういう経費なんですけど、その

指定管理者制度から外す場合も、この選考委員会で検討されるっていうふうに聞いてるので、

やっぱりそのガイドラインだとか条例だとか、やっぱりそういうところに何かうたっとかない

と、何かすごく不透明な気がしたんですけれども、新年度、そういったこと考えるつもりはあ

るのかないのか、どうでしょうか。 

○河口正博総務部次長兼行財政改革課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 河口次長。 

○河口正博総務部次長兼行財政改革課長 はい。行財政改革課、河口でございます。このたびの

総括質疑でお答えをさせていただきましたように、内部の制度委員会、検討委員会、制度検討

委員会っていうのがあります。これは、部局長でつくる制度検討委員会ですが、こちらのほう

には、一応、今回の案件をかけて御審議をいただいております。その中で、当然条例の廃止、

そういったもので対応していくと。それから、議会のほうにもしっかり説明していくというこ

とでやらしていただいております。これは、ガイドラインのほうにも、一応ガイドラインの中

に、大きな制度改正、それから指定管理を選考する場合、それから指定管理を廃止する場合、

禁止する場合、こういったものには案件をかけるようにというのが書いてありますので、内部

の検討委員会の中には、これをかけておるということではございますので、ガイドラインには

一応、書いて、具体的には書いておりません。要するに、短縮することに関して、何かの委員

会にかけなさいっていうのは書いておりませんが、制度期間あるいは延長、こういったものを

変える場合については、内部の検討委員会にかけることと書いてありますので、それを引用し

て今回かけているということでございます。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 内部の委員会にかけてるっていうことで、それは手順としては、役所と

しては、手順にのっとってされてるんだと思うんですけど、そのガイドラインって、誰でも見

れる状態になってますよね、公開されてますので。ガイドライン見たりしたときに、何か悪い

ことをして、何か悪いことをして、もうこの事業者にはやってもらったら駄目だなっていうよ

うな、何か悪いことした場合に、こう指定管理者制度を停止とか廃止とか、何かそんなふうに

受け取れたんですよね。だから、何か問題が起きたときの場合にしか、何ていうかな、指定期

間を満了せずに途中で終わってしまうっていう、そういうふうに読み取れたんです、私は。だ
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から、そうじゃない、私にとっては前向きじゃなかったけど、行政としては前向きな指定管理

期間を短くしての対応でしょう。そういう場合のことが記されてなかったなっていうのが、私

としての印象だったもので、そこはちゃんと、そういう場合については、何かこうあってもい

いんじゃないかなと、記述がね、分かるようにと思いました。はい、以上です。 

◆吉野恭介分科会長 はい。 

○河口正博総務部次長兼行財政改革課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 はい、河口次長。 

○河口正博総務部次長兼行財政改革課長 はい。行財政改革課、河口でございます。さらに分か

りやすいような表現にさせていただくように、ちょっと検討してみたいというように思います。

以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか質疑ありますか。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。最後。 

◆吉野恭介分科会長 はい、伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。ちょっとざっくりした話になるんですけれども、ちょっと男女共

同参画について、男女共同参画費として、幾らかこう予算がまとまってあるんですけれども、

このかがやきプランっていうのが今年度からですよね。新年度っていうのは、２年目になるわ

けです。新規だったり、重点項目だったりっていうことで、それで、新年度、令和３年度、今年

度やってみて、何かこう新年度、もっとこういうふうに変えていこうとか、こういうところに

力を入れていこうとか思っていることがあったら、ちょっと聞かせていただきたいなと思いま

す。 

○池上朱美男女共同参画課長 はい、委員長。 

◆吉野恭介分科会長 はい、池上課長。 

○池上朱美男女共同参画課長 はい。男女共同参画課の池上です。伊藤副委員長からのお尋ねで、

かがやきプラン、令和３年度からスタートしまして、１年間、重点項目等を中心にいろいろ取

組をしてまいりました。まだ１年ですので、もちろん、重点項目は今後も引き続き取り組んで

いきたいと考えていますが、その中で１つ、職員の中で話をしているところでありますけれど

も、女性の視点でいろいろな事業とか啓発等もやっていってるとこでありますが、もう少し男

性の考え方であるとか、男性の視点っていうものも、今後事業の中で何か考えていけたらいい

なあということを言っているところです。やはり、大丸５階にある輝なんせ鳥取をしっかりと

活用して、広く市民の方に知っていただくことが大切だと思っておりますので、そういったと

ころで、今後の事業を進めたいと考えております。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。大丸の５階は、本当に期間限定でいろんなイベントが、こう催し

が、大丸のほうの、大丸のほうの催しがされてて、本当に若い人たちとか、いろんな方たちが、

その商品を買い求めに上がってこられてるなあと思ってるんですよね。そういったときに、や

っぱり目につく場所にセンターがありますので、本当に幅広く、本当にいろいろ活動なり、あ

るいは、活動に参加してもらえるような取組を、新年度いろいろ工夫して、女性の視点だけで
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はなくて、男性の視点もということで、本当にすごく、それは大事なことだと思いますので、

いろいろ議論して、より前に進めていくような取組をしていただけたらと思います。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか。 

◆秋山智博分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 秋山委員。 

◆秋山智博分科員 今、伊藤副委員長が言われた関連ですが、44ページのところ、質問するかせ

んかも迷ったけれども、この男女共同参画かがやき企業認定事業費、これが伸びていると言え

るのかどうかも分からないんですが、私は、この認定制度に加えて、例えば、今日資料５でも

らった、全然つながらんかも分からんけど、資料５のこの定員適正化計画の内容のところで、

今後の取組なんかで、例えば、ＡＩ・ＲＰＡの導入どうのこうのということがうたわれており

まして、こういう、企業にとって啓発だけではなしに、企業にとっても経済的に、男女、こう

いう機器を取り入れる、あるいはこのようなシステムを取り入れる、あるいはこのような業務

改善をする、そういうことをやったときの支援制度、そういうものもこしらえていかないと、

この認定企業というのは増えていかんなあと、こう感じるんです。話がつながっとるんかどう

かも分からんですけど、ただの、企業がこのような内容の取組をしとったら認定をすると、こ

れだけでは弱いなあと、こう思うところですが。そういう、今私が言ったように、ハード面の

内容の事業構築、支援制度、こういうものをつくることによって、企業にとっても、やれば、

市役所からの補助制度も使ってやれば、男女共同で、例えば、定時刻に帰れるようになってい

くと、男性も女性もそういうふうなことになっていかんと、生きたものにならんなと。この前

も、伊藤副委員長が一般質問でも男女共同取り上げとったけど、一番のメインは、男女賃金を

同一にする、男女ともに定時刻で帰る、これが大きな大目標だと思っとるんです。そのための

こういうハード面の制度が構築できんかどうかと、こう思っとるところですが、考えや御意見

があったら聞かせてください。 

○池上朱美男女共同参画課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 池上課長。 

○池上朱美男女共同参画課長 はい。男女共同参画課の池上です。秋山議員さんからの御質問で、

男女共同参画を進めていく中で、企業における男女共同参画を進めるハード面での整備という

ことでしたが、これにつきましては、経済・雇用戦略課と連携をしながら、現在も経済・雇用

戦略課のほうでもしていただいておりますけれども、今後もいろいろ検討しながら、そういっ

た面を進めていけるようなことを考えていきたいと思っております。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。 

◆秋山智博分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 秋山委員。 

◆秋山智博分科員 今、そういう見解聞かせていただきましので、この新年度で新しい事業が構

築できるように、鋭意取り組んでいただきたいなと、こう思います。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほかありますか。星見委員。 

◆星見健蔵分科員 私は、この予算書の横長の資料３の 23 ページの消火栓設置費等事業費とい
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う、この 5,060 万円、これについて、ちょっとお聞きしたいなというふうに思います。この新

設等ということで、5,060 万円組まれておるわけですよね。これ、何か所設置されるのかという

こともありますし、それから、その設置する上に当たって、構造上の問題等々をちょっとお聞

きしたいんですが、地下部、これ、以前のような地下部に、ほんどが消火栓は設置されている

のが現状ですよね。それで、この新たな新設ということに関しては、どのような形態での設置

を考えておられるのか、まずお尋ねしたいと思います。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。この本予算、新設等の水道繰

出金については、来年度は、新設 39 基を計画しているところでございます。併せてお尋ねのあ

りました、整備の形態ということでございますが、基本的には、おっしゃるように、特に旧市

内では、地下式の消火栓の整備ということを基本としておりますので、申し訳ございません、

先ほどの設置基数間違えております、80 基でございました。失礼しました、訂正いたします。

80 基で計画しておるとこです。元に戻りますが、消火栓の設置につきましては、地下式を基本

としておりまして、この新設についても、地下式で整備をする予定にしておるところでござい

ます。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 設置箇所数、これは予算の範囲で設置されるんでええんですけど、私は、な

ぜ質問させていただくかというのは、やはり地下部への設置ということなると、私、今年防火

訓練をするので、消火栓の点検を各箇所、集落でやりますよね。そこで雪が、積雪があって消

火栓がどこにあるんか分からんというようなことから、除雪作業から始まるわけなんだけど、

消火栓の蓋をはぐったときに、水がいっぱいで、はかし場もない、どこにハンドルをつけてい

いのか分からない、そういう状況なんですよ。水が全部集まってきて、引くところがないんで

すね。しゃくしか何か持ってこんと、もうバケツなんか、もう入るようなあれでね、スペース

的に。ですから、そういったことが、水がどーっと外に流しても、またそれがざーっと流れ込

んでしまって、中の構造自体が見えんような状況になるわけですよね。ですから、私は、今後

の対策としては、やはり、いつでも即消火活動ができるような体制ということで、地上の設置

ということを、今後やっぱり考えていく必要があるんじゃないかと思うんですけども、その辺

のところの将来的な設置に当たっての考え方、どのように考えておられるのかお尋ねしたいと

思います。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。やはり水道、消火栓につきま

しては、水道管に設置するということがございますので、水道管自体が、やはり道路上に設置

されているもので基本的にはあるということから、やはり地上式にしますと、やはり、こう地

上に工作物といいますか、構造物が出てきて、なかなか交通上の問題とかもございますので、

先ほど言いましたように、地下式を基本としとりますので、現在のところ、ちょっとこの場で
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地上式に今後やっていくっていうことは、ちょっとお答えはできませんが、水がたまるという

ことにつきましては、一部で時々、そういう消火栓の水が、おっしゃるように雨水がたまった

りする消火栓が発生するというようなことは、時々お声を寄せていただいております。差し当

たっては、水を出すような形で、水道局に維持管理の面で対応してもらったり、これがいっと

きのことのみならず、恒常的なということであれば、その設置している道路とかの関係で何ら

かの対応が取れないかというようなことは、個別の消火栓の箇所ごとにちょっと検討はしたい

と、検討して対応したいというふうに考えております。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 そういった水道の関係等々があって、なかなか難しいということであるわけ

だけども、やはり、いざ火災が起きたといったときに、蓋をはぐっても、どこにハンドルを設

置すればいいのか、筒先をどう、立ち上がりをどこにつければいいのか、中の構造が全然濁っ

とって分からんような状況で、大変なことになると思うんですよね。だから、水が入っても抜

けるようにしておきさえすりゃあ、別に地下でも問題ないと思うんだけども、中の構造が見え

んような状況であれば、大変なことになると思うんですけども、その辺のところの、やはり対

応策っていいますか、対策を、やっぱりちょっと検討していただきたいなというふうに思いま

す。 

◆吉野恭介分科会長 はい、御意見ということで。 

◆星見健蔵分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほかありますか。はい。 

○植田孝二危機管理課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 植田課長。 

○植田孝二危機管理課長 はい。危機管理課、植田でございます。先ほど、加嶋議員さんのお尋

ねの中で、ちょっと御回答を保留させていただいたことについて、ちょっと整理しましたので

お答えいたします。令和２年度の２月補正予算で 7,000 台分、6,521 万 9,000 円を補正させて

いただきまして、これを令和３年度、今年度に全部繰越しさせていただきました。その 7,000 台

分のうち、すみません、私、先ほど 2,900 というふうに申し、数字を間違えてしまいましたが、

２月 22 日現在で 1,978 台販売済みでございます。約 2,000 台としまして、おおむねその繰越し

が、7,000 台分繰り越して、うち販売実績は約 2,000 台ということになりますので、5,000 台が

ちょっとまだ売れていない状況でございます。これについては、繰越予算ということでござい

ますので、残ったのは不執行ということにならざるを得ないのかなと思っております。 

それで、3,000 台、令和４年度については、今までの実績より約 1,000 台ぐらいですね、令和

３年度の実績より増えるような販売目標計画をしておりますが、令和３年度も、例えばＦＭ鳥

取で告知放送といいますか、訓練放送とかするときに、防災ラジオの告知をしたり、いろんな

イベント等、危機管理課が行うときに、事に触れて、その会場に設置したりしてＰＲに努めて

いっておりまして、また令和４年度につきまして、何とか 3,000 台を目標にＰＲに努めて、販

売をしていきたいと考えておるところです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 はい、加嶋委員。 
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◆加嶋辰史分科員 加嶋です。お答えいただきました。7,000 台繰り越して、それを売り切れず、

現時点での約 2,000 台の実績でもって、来年はそれにプラス 1,000 台をして、予算を計上され

ている。総務部長査定段階では、要求額そのまま通されておりますけれども、こういったとこ

ろをチェックされた上で、減額はせず、そのまま通されたというのか、チェックをされた上で、

この 3,000 台という形になったのか確認させていただいてよろしいでしょうか。 

○乾 秀樹危機管理部長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 乾部長。 

○乾 秀樹危機管理部長 はい。危機管理部長、乾でございます。当然、私のほうも、令和４年

度 3,000 台という見込みについては、承知をさせていただいて計上させていただいたおります。

先ほど、見込みの根拠については、危機管理課長のほうから御説明申し上げましたけども、こ

の防災ラジオの販売数量の見込みというのは、非常に見通しが難しいものであります。その年

の災害の発生状況等によって、販売の数量がぐんと伸びたり、逆のこともございます。また、

鳥取市のみで使えるラジオですから、メーカーとしては受注生産に近いような形になります。

作り過ぎてもこれは問題がありますし、足りなくても問題がある。そういった中での生産調整、

発注を行っているという実態の中で、来年度については、今年の令和３年度の販売実績等をし

っかり見極めながら 3,000 台、ここをしっかりと目標として設定していこうという形で、私ど

もも判断をさせていただいて、予算計上に至ったものでございます。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。はい。そのほかありますか。 

はい、以上、これで質疑を終了したいと思います。 

続けて、議案 10 号と 13号行きます。 

議案第 10号令和４年度鳥取市土地取得費特別会計予算（質疑） 

◆吉野恭介分科会長 それでは、議案第 10 号令和４年度鳥取市土地取得費特別会計予算の質疑を

行います。質疑、御意見のある方は、発言をお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆吉野恭介分科会長 はい。なしと認め、次に参ります。 

議案第 13号令和４年度鳥取市財産区管理事業費特別会計予算（質疑） 

◆吉野恭介分科会長 議案第 13 号令和４年度鳥取市財産区管理事業費特別会計予算の質疑を行

います。質疑、御意見のある方は発言をお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆吉野恭介分科会長 はい。質疑なしということであります。 

それでは、これで、総務企画委員会予算審査分科会を終了したいと思います。執行部の皆様

におかれましては、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

（  ） どうもありがとうございました。 

◆吉野恭介分科会長 はい。それでは、委員の皆様、12 時は回っておりますけども、分科会長報

告に盛り込むべき事項を絞ってまいりたいと思います。皆様から出たたくさんの意見がありま
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すけども、どういった御意見を取り上げていきましょうか。御意見をお願いいたします。はい。

暫時休憩します。 

午後０時 14 分 休憩 

午後０時 20 分 再開 

◆吉野恭介分科会長 それでは、会議を、委員会を再開させていただきます。 

皆さんから、たくさん御意見を頂きました。それでは、まとめていきたいと思います。今御

意見頂いた中で、消防団の強化と増員についての御意見が多かったということで、それについ

て肉づけの話はまとめていきたいと思いますけど、そういった方向で正副分科会長に一任とい

うことでよろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのようにさせていただきます。ありがとうございました。 

（  ） ありがとうございました。 

◆吉野恭介分科会長 再開は１時半、30 分にさせていただきます。 

総務企画委員会に切替え 午後０時 22分 休憩 

予算審査特別委員会総務企画分科会に切換え 午後１時 57分 再開 

◆吉野恭介分科会長 予算審査特別委員会総務企画分科会に切り替えますので、切替えをお願い

いたします。よろしいでしょうか。 

はい。それでは、早速質疑に入りたいと思いますが、本日の分科会については、３点確認い

たします。この分科会では、討論、採決は行うことができません。議案審査終了後に、分科会

長報告に盛り込むべき事項を取りまとめますが、分科会長報告は、審査時における質疑、答弁、

意見を報告するものとなっておりますので、審査時に出された意見以外は報告することができ

ません。御承知ください。また、分科会長報告は、各分科会で確認することとなっております

ので、皆様の御協力をお願いいたします。 

議案第５号令和４年度鳥取市一般会計予算のうち所管に属する部分（質疑） 

◆吉野恭介分科会長 それでは、議案第５号令和４年度鳥取市一般会計予算のうち、本委員会の

所管に属する部分の質疑を行います。質疑、御意見のある方は、発言をお願いいたします。 

◆加嶋辰史分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 加嶋です。お尋ねいたします。資料３の６ページ、歳出で、鳥取市知名度ア

ップ大作戦事業費、その内容のところに、知名度アップのための各種プロモーションというと

ころなんですけれども、いろんなジャンルをＰＲしていかないといけないとは思うんですが、

市民生活部は市民生活部で、移住向けのＰＲをしているというところで、この予算は別々に取
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ってあるけれども、内容が重複しているというか、お互いに横断的に作った動画であったり、

ポスターであったり、どんな媒体があるかは分かりませんけれども、それを共有することをさ

れているのかどうかお伺いいたします。 

○松本 縁秘書課広報室長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 松本室長。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい。広報室、松本です。知名度アップ大作戦のほうで作りました

映像等は、ユーチューブで流したり、テレビで流したりということで、そういった移住定住と

か、ワーケーションとかいった施策にも影響があるというふうに考えております。 

ですので、取組に当たりましては、そういった担当課のほうと連携しながら進めております

ので、予算のほうは個別に取っておりますけれども、それぞれがいい影響を与えながら事業が

進んでいるものと認識しているところです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。そうしましたら、同様の方向性を持って効果を狙っている

ものであれば、重複しないようにすれば、倍のものが作れたりだとかあると思いますので、こ

れが本当、この総務企画委員会だから、たまたまその市民生活部のことを言うんですけれども、

ほかの各関係課でなくても、県のほうも、もしかしたらあるかもしれませんし、お互いが持ち

寄ることで、小さな予算で大きな効果が狙えるかと思うので、そういったところに取り組んで

いただけたらとは思いますけれども、今後はどうでしょう。今、お答えいただいたんですけれ

ども、そういうふうな研究はされる予定等はないでしょうか。 

○松本 縁秘書課広報室長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 松本室長。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい。事業の実施に当たりましては、やはり、最大の効果が出るよ

うに、担当課等と連携しながらしていくということが大事だというふうに考えておりますので、

今後、これまでもやってきていることですけれども、関係課とは、事業をいろいろ新年度に当

たりましても、新しい事業なりを取り組む中で、そういったＰＲのところですね、うちのＰＲ

を使っていただいたりですとか、タイミングを合わせてＰＲしていくですとか、そういったと

ころを連携してやっていきたいと考えています。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。はい。そのほかありますか。はい、加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。そうしましたら、資料３の８ページ、歳出、一番下の段、国

内都市交流総合推進費、203 万 3,000 円、一般財源のみについてです。50 周年ということで、

節目としても大変重要なところだとは思いますが、相手の姫路市さんの意向としてはどうなの

かと、こういうコロナ禍でも、どうしてもしないといけないだとか、１年ずらしてフルサイズ

といいますか、県人会等の交流が本来の形でできるようなものを待とうだとか、そういった協

議はされたのかお尋ねいたします。 

○福山博俊文化交流課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 福山課長。 

○福山博俊文化交流課長 はい。文化交流課、福山です。お答えします。姫路市側とは、昨年の
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９月辺りから、この令和４年度予算要求に向けて協議をスタートさせております。前回、10年

前の 40 周年のときは、あまりその特別に大きなことはやらなかったという経過があると伺って

おります。そういう面も含めて、姫路市側としても、やはりこの 50というのは、通常のその 10

周年、10 年ごとのとはまた少し違って、50 周年ということで、姫路側としても、じゃあいろい

ろ連携してやりたいという意向が最初からありまして、それを踏まえまして、このコロナ禍で

は、コロナの状況もありますが、現時点としては、令和４年度実施に向けてやっていこうとい

うことで、話としては進めております。 

具体的には、両執行部、それから議会のほうも、相互訪問ということを予定をしておるほか

に、そのほかには、例えば姉妹都市の給食メニューの提供であるとか、あるいは観光キャンペ

ーン、あるいは物産展、そういったところを今、姫路側と協議をしながら準備を進めていると

こです。もちろん、コロナの状況次第では事業の変更等、延期なり、そういったことが出てく

ると思いますが、現時点では、姫路市側も前向きに準備を進めていただいてると理解している

ところです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。意向が９月から確認ができているというところですので、

反対まではできないんですけれども、この国内交流推進費が全部で 268 万 3,000 円の中、この

事業だけが 203 万 3,000 円というようなところで、なかなか、せっかく予算を取っても執行で

きないのが、令和２年の決算審査特別委員会でも見えてきましたので、そこら辺が、何か思い

切って中止して、転用ができないのかなというところを思いましたけれども、もう物すごく前

向きな意向が姫路市さんにあるということが聞きましたので、何とか無事に開催ができること

を、我々応援していきたいと思います。以上、意見とさせていただきます。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか質疑ありますか。 

◆星見健蔵分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 事業別概要書 53 ページ上段の環境大学運営費交付金であります。予算額５億

3,367 万 4,000 円でございます。これは運営費交付金、それから施設整備補助金、修学支援新制

度分ということであります。この環境大学の運営費交付金というのは、多分県と市と交付して

おるものだというふうに考えておりますが、市・県の負担割合は２分の１ずつということでよ

ろしいんですかね。この事業別概要では、鳥取市の交付額しか分からんわけでして、その辺の

考え方はどうなんでしょうか。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 政策企画課、渡邉でございます。委員御指摘のとお

りでございまして、ちょっと分かりにくく書いてあるかもしれませんが、県と市との交付金は、

割合は２分の１ずつです。ですので、基本的には同額です。ただ、端数の関係で、少し若干の

1,000 円程度の違いがあるところもある可能性はありますけれども、基本的には、この交付金事

業につきましては、半分ずつということになります。独自の事業で、鳥取市のほうが別の補助



予算審査特別委員会総務企画分科会会議録（令和４年３月８日） 

27 

金でありますとか、そういったものを創設する、した場合は、それはまた鳥取市だけの事業と

いうことで考え方は変わってきますけれども、この交付金につきましては、きちっと半分半分

で折半をさせていただいておるという状況でございます。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 はい、星見委員。 

◆星見健蔵分科員 はい。分かりました。それではちょっと、その以外にもちょっと聞かせてい

ただきたいと思います。令和２年度から、修学支援新制度というのが、その交付金の中に新た

に取り組まれた事業だというふうに思うわけですが、この修学支援新制度の授業料減免されて

いる学生ですね、何人ぐらいおられるのかお聞かせください。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。政策企画課、渡邉でございます。修学支援新

制度でございますが、令和２年度の実績ということには、今現状手持ちはちょっと持っており

ませんので、きちんとした数字はお答えできませんが、この修学支援新制度、入学料の減免、

それと授業料の減免というものがございます。入学料に関しましても、全額減免と３分の２減

免と３分の１減免ということがございまして、授業料に関しましても、同じく全額の減免と３

分の２の減免と３分の１の減免ということがございます。それぞれどこの、どちらに何人とい

うことはあれなんですが、入学料の減免につきましては、当然１年生のほうが対象になりまし

て、40名程度ぐらいというふうに考えておるとこでございますし、授業料につきましては、は

い、見込みということでちょっとお答えをさせていただければ、令和３年度は、入学料の減免

につきましては 42名を見込んでおりますし、授業料につきましては、前期では全免と３分の２

と３分の１というものを、その他を含めまして 138 名程度、それから、後期につきましても、

131 名程度ということで見込みを立てさせていただいております。これは、前年度の実績等、そ

ういったものも含めての大学側の申請というか、そういったものでございます。以上でござい

ます。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 はい。大体分かりました。それで、環境大学の学生さんの人数ですね、まず、

これをちょっとお聞かせください。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。お待たせしました。令和３年度の交付税額、

これは、交付金に係る算定でありますけれども、経営学と環境学部とございますが、合わせて

1,263 名というふうに、これは当然１年生～全４年生までということになるというふうに考え

ておるとこです。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 星見委員。 

◆星見健蔵分科員 そのうち、地元学生はどの程度おられるんですかね。県内です。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。ただいまちょっと手元に資料がございません
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ので、調べて至急御報告させていただきます。 

◆星見健蔵分科員 委員長。

◆吉野恭介分科会長 はい、星見委員。 

◆星見健蔵分科員 後で、その人数に関しては、まあええです。それで、我々がずっと言ってき

ておるのが、やはり地元学生のやっぱり比率を上げるということに力を入れていただきたいと

いうこと、それは、やはり卒業後に地元に残っていただける、また、地元企業を活用していた

だけるというようなことから、一番期待をしておるところなんですけども、それで、毎年こう

いった５億近い金が一般財源から繰り入れられとるわけなんで、将来的なことをやっぱり考え

れば、そういった地元に、移住定住云々もそうだけども、やっぱり地元に貢献してもらえるよ

うな人材の育成ということの観点からも、私は、これだけの財源を繰入れしながら、地元がそ

れこそ２割も満たんようなことで、ほとんどの方は、卒業生は地元や県外に帰ってしまう、そ

ういった状況というもんはいかがなもんかなという思いもするわけなんで、その辺のところを、

やっぱり力を入れていただきたいなということで。それで、令和、今年春の卒業生ですね、そ

ういった方が県内企業に就職、そういった方がどの程度あるのかなということが分かれば、ち

ょっとお聞かせいただきたかったんですが。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。ありがとうございます。環境大学の中期計画

では、地元入学生を 25％の入学目標ということで、県内学生専用の推薦入試でありますとか、

そういったものも新しくつくられまして、県内学生の入学率を高めるように、今努力をされて

おる最中でございます。 

就職につきましては、コロナ禍ということで、かなり県内の就職率が減ってきておるという

状況でございまして、現在、令和２年度につきましては、県内就職率は 14.3％というような状

況でございます。もう少しこれは 30％を目標に上げていきたいということですが、このコロナ

禍で、かなり下がってきておるという現状のようでございます。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。すみません。 

◆吉野恭介分科会長 はい、渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 １点補足でございます。こちらの経費、５億円何が

しというところで、一般財源ということではございますが、交付税措置という、学生の数によ

って交付税措置がございますので、その交付税措置で頂いた分の範囲内で、交付金を環境大学

のほうに出させていただいておるという現状でございます。以上でございます。 

◆星見健蔵分科員 分かりました。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか質疑ありますか。石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。事業別概要の 51ページの上段、若者による地方創生政策推進事業費

でありますけども、ちょっと事業の内容・実績のところについて、ちょっとお伺い、確認をし

たいんですけども、丸、４つの丸がありますけども、まず、毎年これ、大学生及び専門学生、こ

れを毎年公募・推薦をして、１年間を通してやっているんだろうと思いますけども、そこの確
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認が１つと、それから、３つ目の丸で、補助金を活用した事業を実施し、最終的に市が取り組

む若者定着を推進する事業を市に提案するというふうにあるんですけども、補助金を使って、

若者、その委員の方が、何らかの事業を立案して、それを実施して、それから得られたものを

最終的に何らかの形にして、市に対してこういう事業をしてはどうかということを提案される

という、そういうイメージでいいのか、そういう理解でいいのか。市は、提案された事業の事

業化、または既存事業への反映を行っていくんだということになっておりますけども、それで、

その下、令和元年とか２年とかに、イベント企画が２回とか３回実施とありますけども、ここ

で言うこのイベント企画っていうのは、その補助金を活用した事業を実施した、それがこのイ

ベント企画っていうものなんでしょうか。ここでやって何らか得られたものを、例えば、こう

いう事業をされたらいいんじゃないかっていうのを、それを基に、委員の方が市のほうに提案

をされると。それを事業化できるものなのかどうなのかっていうのを市が判断して、事業化を

されていくものなのか。もし、そうであるんだったら、ちょっと今までその提案件数がどれぐ

らいあって、具体的な事業に至った、事業決定したものっていうのを、ちょっと実績っていい

ますかね、それをちょっと聞かせてくれませんか。 

◆吉野恭介分科会長 石田委員、１つずつ行きましょう。ちょっと、まず、はい、１つ目を、もう

一度すみません。 

◆石田憲太郎分科員会 １つずつですよね。はい。毎年のその委員っていうのは、その１年間、

公募・推薦された１年間の仕事で、翌年はまた別の方になるんでしょうか。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。ありがとうございます。政策企画課、渡邉で

ございます。公募という形というよりも、各大学で学生の方、環境大学、それから鳥取大学と

いうところがメインでございますが、新しい学生、意欲のある学生をまた御推薦していただけ

るというような形で、年々、その２年続けてやられる方もいらっしゃいますし、新しく替わっ

て来られる方もいらっしゃいますし、そういったような形で、年々続けさせていただいており

ます。本年度に関しましては、環境大学、それと鳥取大学に加えまして、鳥取医療専門学校、

そちらのほうからも入っていただきまして、この事業を進めさせていただいておるという状況

でございます。 

◆吉野恭介分科会長 はい。石田委員、お願いします。 

◆石田憲太郎分科員会 はい。分かりました。じゃあ複数年っていう方もいらっしゃるっていう

ことですね。 

じゃあその次に、この補助金を活用した事業をこの委員の方が実施をされて、この文章を見

る限りでは、最終的に市が取り組む若者定着を推進する事業、これを市に提案するっていうこ

とになっていますけども、イベントなんか企画してやったものを、そこから得られたものでこ

ういう事業をっていうものを、その委員の中で、市に対して、こういうイベントをやってみた

らこうだったから、こういう事業をやってくださいっていうことで、それを、その成果を市の

ほうに提案をするというような、そういう形なんでしょうか、流れというのが。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 
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○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。政策企画課、渡邉でございます。この若者事

業につきましては、学生も自ら課題というものを抽出してこられまして、こういった課題につ

いて研究したいと。それにつきましては、やはり我々のほうからも、若者が定住するという大

きな課題はお投げかけをさせていただいておるところです。その中で、自分たちがどういった

ことに対して研究をしていこうかっていうのを、自らみんなで集まられて、けんけんがくがく

と意見を交換をしながらつくり上げていくと。その中で、テーマを決められまして、これは、

先ほどおっしゃられましたイベントというような形でもあったりするんですが、自分たちが補

助金を頂いて、いろんな事業をやられながら調査・研究、そういったことをされております。

その調査・研究をされた中で、若者のほうから提案という形で、毎年報告をいただいておると

ころです。 

ただ、残念ながら、なかなか事業にということにはなってないところもございます。それは、

自分たちの自らのやってきたことに対しての御報告だとか、そういったことがちょっと中心に

なってきておりまして、その中で、鳥取市に対してということよりかは、我々はもっとこうい

うことをしていかないといけないんだという決意だとか、そういったことの御報告が多いのか

なということは思いますし、ただ、やはり重要なお話もございますので、それは各担当部局の

ほうにお話をさせていただいて、こういった提案があったということ、それから、提案書を頂

くときには、担当部局の皆さんにも来ていただいて、一緒に御報告を聞いていただくというよ

うな形でのことを、毎年やらせていただいておる状況でございます。 

◆吉野恭介分科会長 はい、石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。分かりました。特にこの事業を私否定してるものではありませんで、

やっぱり若い方に、いろいろそういうところを考えるなり、そういう場っていうのは非常に大

事だと思っておりまして、いいんですけども、なかなか事業化に至るようなところまでのもの

はっていうところで、ちょっとそこが１つ残念な部分はあるかなと思いますけども、ただ、例

えばそういうとこから、ああ、これってちょっと奇抜といいますかね、そういう視点はいいよ

ねっていうようなんが例えば出てきたりして、そういうところをまた市のほうで磨き上げて、

形にしていってあげるっていうかね、うん、そういうきっかけは委員のほうから出てきたんだ

けど、ここをもう少しこうすれば、もっといいものになるんじゃないかっていうような形で、

それを形にしてあげるというか、そういうようなことにも取り組んでいっていただきたいなと

思っております。 

でも、それで、やっぱりせっかく関わったあれですから、やっぱりモチベーションを上げて

いってあげたら、あげたらなと思うんですよ。せっかく関わって、それが、何らかのその市の、

行政の中の形の事業として形になっていくっていうのは、やっぱりそれに関わったら、すごい

モチベーションとしてね、その方、それぞれの委員にも、ずっと残っていくもんだと思います

しね、そういう形にしていってあげれたらなと、この事業が、そういう事業であってほしいな

っていう、思うところです、はい。以上です。意見です。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか質疑はありますか。 

◆加嶋辰史分科員 同じ事業で。 
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◆吉野恭介分科会長 はい。関連ということで、加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。同事業について、ファシリテーターとして渡邉次長や平田

補佐が参加されてたこともあったとかと思いますけれども、この議事というか、そういう内容

についての公開っていうのはされてましたか。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。ありがとうございます。これは、若者会議に

つきましては、若者自らが会議をされてます。私どもは、その会議に入っておりません。担当

の者が入っておりまして、担当の者がファシリテーターといいますか、会長も、中には、学生

の中で決めて、その会長がファシリテーターをしながら、アドバイスをうちの職員がしていく

というような形で、常に協議の中に入ってはおらせていただいてます。 

そこの協議の中身、一回一回、年間大体 10回以上の会議を開いておりまして、この会議につ

きましては、ホームページで、一個一個の御報告というのは、公開というのはさせていただい

てないところですが、提案書、当然出てきて、今年も頂くようにしておりますので、それで、

その会議での状況だとか、そういった提案書の中身につきましては、またホームページのほう

でも御報告はさせていただくということには考えておるところでございます。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。はい。そのほか。はい、伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。事業別概要書の 51ページの下段、麒麟のまち創生推進事業費なん

ですけれども、新年度の事業の中で、次期連携中枢都市圏ビジョンの策定というのがあります。

今年度には、もう実態調査は終わられたということなんですけれども、新年度、大体こう何回

ぐらい会合を持って、このビジョンをつくっていこうとしているのかお聞かせください。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。政策企画課、渡邉でございます。新年度のビ

ジョンというところでございます。今年度、令和３年度は、総務省の委託を受ける形で、多様

な広域連携促進事業ということをさせていただいております。その中で、来年度のビジョンの

策定に向けての基礎調査というものを行っております。まだ、実績ちょっとまだ出てきてない

ところではありますけれども、そういった状況にあります。 

その結果を踏まえて、次期ビジョンの策定に向かっていくということにしておりますが、会

議としましては、例えば首長会議を、それからビジョン懇談会、これはビジョン懇談会ってい

うのは、外部の有識者を入っていただく懇談会、そういったものを、どちらも３回ぐらいを来

年度は予定をしており、想定をしております。流れとしましては、５月頃には、まずビジョン

の骨子に当たるところを協議していきたいと考えておりますし、11月頃には素案を取りまとめ

ていきたいということで、その後、パブコメなりを開催しまして、２月頃には最終案としてい

きたいというふうに考えておるところでございます。 

この本委員会におきましても、タイミングを見計らいながら、御報告はさせていただくとい

うふうに考えておるところでございます。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。また、向こう５年間の計画になるとは思うんですけれども、今の、
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今のやつは、ちょうど中核市と同時に、連携中枢都市圏が組まれて、いろいろビジョンがつく

られたんですけど、大方、定住自立圏とかの中身と、ほぼほぼ一緒だったというふうに思って

るんですね。それはスタートの年だし、そういうことになるのかなとは思ったんですけど、次

の分っていうのは、何ていうかな、やっぱりその定住自立圏のときからこう継続してるものが、

引き続き、また、また向こう５年間あって、こう新しいもの、新しいものっていうのが、何て

いうのか、出てくる要素があるのかしらと思ったりもして。３回ずつ会議するって言われたん

だけど、本当にそういう会議で、何か多少目新しいものが増えるようなビジョンになるのかし

らと思うんですが、その点はどうでしょうか。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。渡邉でございます。ビジョン、新しいものに

なるかというと、まだ現状では分からないのが実情ではございますが、やはり、その時代時代

に合わせて解決するべきところはあるのかなというふうに考えております。首長会議やビジョ

ン懇談会というのは、各３回ずつ程度というふうに想定はしておりますが、担当課長なりで集

まる会議もその中には含めてまいりますし、事があれば、担当課長会議は随時集まれるように

お願いしたいというようなことで、各連携市町のほうにはお話をさせていただいておりますの

で、その辺で、しっかりと何かできれば協議をしていきたいというふうに考えておるところで

ございます。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。いろんな取組がされてるわけです。これまでもね、このビジョン

に基づいて。やっぱり、関係人口を増やしていくとか、本当にどう定住者を増やして、人口を

増やしていくかっていうのが、この圏域全体のやっぱり大きな課題だと思うんですね。この圏

域の中の移動じゃないんですよね。よそから来てもらうっていう、そこにやっぱりちょっと知

恵を尽くして、ビジョンはつくっていく方向でいっていただきたいと思うんですが、それに関

連してですけど、すみません、50 ページの若者定住促進事業の婚活が、そのビジョンになって

るんですよね、ビジョンの計画の１つにね、中に入っているんですよね。これまでも毎回のよ

うに、予算のときとか決算のときに、このことは取り上げられてきてて、私もずっと成婚率な

んていうのを目標に上げること自体が、ちょっとそれは無理な話じゃないかというふうに何度

か言ってきたんですけど、この次のビジョン策定のときに、そこから落とすチャンスだと私は

思うんですけど、思うんですけどね、ただ、ただですよ、何せ圏域でやってるもんですよね、

これ。圏域でやってるもんだから、ほかの町がね、ほかの町が、いや、もうこれは必要なんだ

と、ぜひやってほしいんだと、そういうふうに要望があったら、幾ら鳥取市が前向きでなくっ

たって、それは、何ていうのかな、事業として、やっぱり中心市として、やっぱり残していか

ないといけないという立場なんでしょうか。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。この婚活事業につきましては、今、麒麟のま

ちと、婚活サポートセンターということで、実施をしております。その前は、鳥取市としての

婚活サポートセンターでしたが、周辺の町では、独自に自らが婚活、そういったイベントなり
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っていうものを、４町で集まってとか、そういう形でやっておられました。現在もやっておら

れるようでございます。そういったことで、やはり結婚による定住っていうのは、成婚率とい

うお話もありますけれども、やはり定住をされる１つの手段というふうなことや、あるのかな

というふうに考えておりますので、やはり要望のある限りは、我々はやっていくのがいいのか

なと考えとります。 

首長会議の中でも、ある町の町長さんからは、これの事業には期待しているからというお言

葉も直接あったところでございますので、我々としても、その辺の期待といいますか、そうい

ったものには応えていくものなのかなというふうに、現状では考えとるところでございます。

以上でございます。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。ちょっとこれは意見なんですけど、私、その婚活事業については

反対じゃないんですよ。ただ、成婚率を目標にすることが、無理があるんじゃないかって。や

はり目標をつくると、一体それに照らしてどうなんだって言われる。そのどうにもできひんこ

とを目標にしたら、本当に大変ちゅうか、そんなうまいこといくわけないですよ。ワンちゃん、

猫ちゃんでも大変じゃないかなと思うぐらいなのに。だから、やっぱり事業することは、私は

やっぱりそのニーズがあるわけだし、必要とされる方がいらっしゃるわけだし、やっぱりそれ

は必要だと思うけど、ただ、そこに目標をつけるというのが、せいぜいカップル止まりですよ。

成婚まで目標をつけるっていうのは、やっぱりちょっと、やっぱり苦しい部分が相当あるなと

思います。以上です。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 渡邉次長。 

○渡邉大輔企画推進部次長兼政策企画課長 はい。ありがとうございます。婚活サポートセンタ

ーのほうでは、やはり婚活サポートということで、やはり成婚率というものが、やっぱり中心

になってくる部分はあるのかなとは思いますが、この連携中枢都市圏のビジョンにつきまして

は、こちらの連携中枢都市圏のこの若者定住の婚活サポートセンターの事業のＫＰＩといいま

すか、目標は、圏域の人口ということが全体的な部分での目標になっておりまして、なかなか、

これが一番難しいところではございますが、そういったところは目標にしておりますので、こ

こでは成婚率ということの目標にはなっておりません。以上でございます。 

◆吉野恭介分科会長 そのほか質疑はありますか。 

◆秋山智博分科員 ちょっと、はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい、秋山委員。 

◆秋山智博分科員 はい。この委員会で発言してええかどうかも分からんですが、この国際交流

のところで思うんですが、今のロシアが、ウクライナを軍事侵攻、あるいは、侵略戦争等をし

とるわけですが、本市にもウクライナの方、あるいは、ロシアの国に関係する人々がおるとす

るならば、やはりその人たちを守る、あるいは支援をするということが必要ではないかなと。

昨日だか、何時かな、県のほうも、ウクライナのほうから鳥取のほうに移住で来たいという人
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がおれば、受入れの準備をするとか、そういうニュース報道があったと思うんですが、今は、

４月からの新しい年度の事業取組とありますが、特に該当するかどうかも分かりませんけれど

も、この事業別概要で言うと 58 ページの下段の「世界に開かれた交流都市鳥取」の理念の下と

いうところでいくならば、そういう世界情勢で、鳥取、本市とも関係があるとするならば、何

らかの取組をしていくということが必要ではないかなと感じるところですが、この委員会で取

り上げていいかどうかも分からないんですが、もし、考えなり御意見等があったら、聞かせて

いただきたいなと、こう思います。 

◆吉野恭介分科会長 はい。今の議題は、令和４年度の鳥取市一般会計予算ということでありま

すけども、関連するのではないかという委員からの御意見でした。もし、執行部のほうでお答

えできる部分があれば、答弁をお願いしたいと思います。 

○福山博俊文化交流課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 はい、福山課長。 

○福山博俊文化交流課長 はい。文化交流課、福山です。答弁になるかは分かりませんが、担当

課長としての考え方を少し述べさせていただきますと、県のほうも、御存じのように、ウクラ

イナからの方の受入れを表明されています。そういうことで、当然鳥取市も、鳥取県内の自治

体ですので、具体的に、県のほうから、例えばその延長で、例えば鳥取市での中で、どこか受

け入れるところが、措置がないかとか、環境がないかとかいうような相談等がありましたら、

随時対応をしていきたいなというふうに思っておりますし、今日、国際交流プラザの所長も来

ておりますが、国際交流プラザなり、あるいはこの市役所本体なりに、そういう関係の方々か

ら、仮に相談等があった場合には、当然そのケース・バイ・ケース、いろんな事情、内容になる

と思いますけれども、それをこちらで受けまして、しかるべき対応を関係機関等と連携してや

っていくと。今日の時点では、そういったことしか言えませんが、いずれにしても、我々とし

ても、これは日本人であろうが、外国人の方であろうが、困ってる方がおられたら、行政とし

て対応していくという姿勢でおりますので、先ほど今、秋山委員さんのほうから御意見があり

ました。そういうとこも念頭に、今後、県との情報交換も行いながらやっていきたいなと思っ

ているとこです。以上です。 

◆秋山智博分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 ありがとうございました。秋山委員。 

○大田斉之国際交流プラザ所長 追加で、委員長。 

◆吉野恭介分科会長 はい、大田所長。 

○大田斉之国際交流プラザ所長 はい。国際交流プラザの大田でございます。今、秋山委員のほ

うから照会があった関係ですが、実際、鳥取市内にはウクライナの方はおられない、中部には

おられますけども。ロシアとの関係は、今留学生も来てますので、多分８人だと思います。な

かなか、私の家にもおりますけども、心を痛めておりまして、それで、その中で、やっぱり警

察なんかもいろいろフォローしてくれとったり、まだ人権上のことはないですけど、これ以上

進行して、砂の美術館のコロナのときもそうですけど、なかなか外国の方が住みにくいような

ことになっては困るなというのが状況でございます。以上です。 
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◆吉野恭介分科会長 ありがとうございました。秋山委員、これで収めてください。 

◆秋山智博分科員 はい、はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほか質疑ありますか。はい、加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。そうしましたら、資料３、11 ページ、歳出、文化振興費に

ついてお伺いをします。令和２年度であれば、谷口ジローの顕彰等々もあったりしたんですけ

れども、この中で、今年初めて取り組むようなことがあるのか、もしくは、文化振興団体等か

ら、こういったことをやってほしいという声を受けて、引き続き継続している事業があるのか、

その２点お伺いいたします。 

○福山博俊文化交流課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 福山課長。 

○福山博俊文化交流課長 はい。文化交流課、福山です。加嶋議員さんからの質問にお答えをし

ます。令和４年度予算の中では、この文化振興費に関連する事業としては、そこに、事業別概

要にも入れておりますが、１つは、次世代育成の関係で、これは、各学校等と連携して、文化

芸術の巡回公演等を予定しておりますし、次世代育成の推進という丸の２つ目ですね、こうい

ったところは、教育福祉振興会さんなりと連携した事業として予定をしております。３つ目の

文化団体の育成ということで、鳥取市文化団体協議会さんや、あるいは、新市域で活動してお

られる文化芸術団体等に対する活動支援、そういったことを予定をしているところです。 

この令和４年度当初予算の中では、新規、新たにっていうのが、特にこの中ではないんです

が、今後４年度中、６月補正等に向けて、新しい取組として、この以前からやっております地

元芸術家に対する支援ということで、昨年秋に、芸術家バンク、鳥取市出身、あるいは鳥取市

ゆかりの芸術家さんを応援する芸術家バンク等の立ち上げを行ったり、地元芸術家の活動に対

する支援等を行ってきております。その延長として、さらに文化芸術の地産地消ということで

言っておりますが、地元芸術家さんに、この次世代育成等に、もう少し関わってもらえたらと

いうことで、例えばその芸術家バンクに登録していただいてる芸術家さんに、学校に行ってい

ただいたりとかという取組、あるいは、御存じのように、鹿野の鳥の劇場さん、これはこの東

部で唯一の常設型の劇場ということで、非常に貴重な文化資源であるというふうに思っていま

す。この鳥の劇場さんとも連携して、これも、先ほど言いました次世代育成というところで、

学校さんと連携した取組、今も鳥の劇場さんは、学校に出かけていってワークショップ等をや

っておられますが、一歩進んで、各学校の生徒さんに鳥の劇場、直接その劇場空間っていうの

を体験していただけるような、ぜひ取組ができないかということで、そういったことを今ちょ

っと検討しておりますので、この当初予算には間に合っておりませんが、６月補正予算以降の

ところで、そういった新しい取組、特に地元芸術家による支援、地元芸術家との連携というと

ころをテーマに考えているところです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。お答えをいただきました。お答えいただく中で、文化芸術

団体の名前が幾つか出てきたんですけれども、昨日総括質疑で上杉議員も言われました、鳥取

市美術展の開催等について、その団体から、直接鳥取市と協議をする中で、展示する場所を求
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める声であるだとか、鳥取市美術展の開催をしてほしいというような要望っていうものは起き

ているのでしょうか、お尋ねします。 

○福山博俊文化交流課長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 福山課長。

○福山博俊文化交流課長 はい。文化交流課、福山です。お答えします。具体的に、昨年以前か

ら、この文化芸術団体さんからの要望等は受けております。具体的に言いますと、展示系の団

体さんなり、あるいは舞台系、音楽家さんとか、そういった方々からの施設整備等に関する要

望等は来ておるところです。その中でも、特に展示系の方々からは、やはりこの鳥取市民、今

は麒麟のまち鳥取市美術展と言っておりますが、旧市民美術展、これを、何とか自前の施設で

開催するのが一番理想ではないかということで、それに応じた、それなりの施設整備といった

要望も、これまでも受けております。近々また展示系の方々が要望に来られるという予定も入

っております。 

我々としても、本会議場でも答弁、市長のほうから、あるいは部長のほうから答弁はさせて

いただいておりますが、鳥取市美術展、麒麟のまち鳥取市美術展、昨年から 60 回を記念して、

麒麟のまちに拡大をしました。そういうことで、今後出品数を増やしていく、裾野を広げてい

くという中で、やはり、それなりの展示ができる環境、そういったものも必要性としては感じ

てはおるところであります。ただ、具体的に、じゃあどういった形で、そういったことを実現

していくのかというのは、まだこれからの話になりますが、いずれにしても、そういった文化

芸術系団体の方々からの要望等は、受けておるところです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。はい。そのほか質疑ありますか。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 ちょっと情報政策課のほうに、どの予算に当たるのかが、もしかしたら

予算がないんかもしれないんですけど、市政改革プランの実施計画の中で、職員の早期帰宅勧

奨っていうので、パソコンで、早く帰りましょうみたいな、そんなメッセージを出してってい

うのがありましたね。新年度、令和４年が、あっ、本年度の後半ぐらいから運用開始になって

て、予定ではですよ、令和４年度っていうのが、その効果を計るっていうふうな年になってる

んですけど、計画上、ちょっとどんなふうに効果を計っていくのかなと。年に何回するんだと

か、何かそういう時期的なものもあれば、教えていただきたいですけど。 

○山根寿彦情報政策課長 いいですか。 

◆吉野恭介分科会長 山根課長。 

○山根寿彦情報政策課長 はい。情報政策課、山根でございます。伊藤副委員長さんの御質問に

お答えしたいと思います。職員、職員提案のありました早期帰宅勧奨の仕組みについては、こ

れは、既に私どものほうで、庁内の情報システムを管理する上で必要となるソフトなり機材っ

ていうのがありまして、それをまずは活用して、そういった勧奨をしたり、成果を計ったりっ

ていうことができるような仕組みになるものです。したがいまして、それに対する予算ってい

うのが新たに発生するとか、そういったことはございませんので、この中には、特にそれ用の
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ものはないというふうに御認識いただけたらと思います。 

その上で、効果の把握ですけれども、これは、実際にパソコンが電源が切れましたとか、そ

ういった時間帯とか、そういったものでもって、ある程度の把握ができるのかなというふうに

踏んでおりまして、ちょっとその辺の運用がどういう形になるのかというのを、今のところま

だ最終調整ちょっとさせていただいてる段階でございます。以上です。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 一応令和４年度が、その効果測定っていう時期になってて、それで、そ

の効果測定をして、あと継続的に見直しを行いますっていうふうに計画にはあって、この見直

しっていうのは、何の見直しなのかと思ってね、何の見直しか教えてください。 

○山根寿彦情報政策課長 委員長。

◆吉野恭介分科会長 山根課長。 

○山根寿彦情報政策課長 はい。情報政策課、山根でございます。見直しと言われるのは、やは

り、これはどちらかといいますと、働き方のほうの見直しになりますので、所管はこれ、職員

課のほうでの御判断になるかと思います。私どもは、そこに情報、どういった実態かというこ

とをお出しするという格好で運用のほうを考えておりますので、いずれにしましても、職員課

のほうとちょっと連携取りながら、運用のほうはしていきたいというふうに考えております。

以上です。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 分かりました。要は、情報政策のほうで効果を測定するけど、例えば表

示されるメッセージの中身を変えてみるとか、そんなレベルの話じゃなくて、要は、見直しを

するっていうのは、職員課の所管になるっていうことっていうふうに理解をしたので、それは

分かりました。はい。ありがとうございます。 

◆吉野恭介分科会長 そのほかありますか。 

◆石田憲太郎分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい、石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。すみません。ちょっと１点聞かせてください。これ、ここでいいの

かどうか分かりませんが、鳥取市が今 10 名の特命係っていうのをつくって、ユーチューブで、

あれやっていらっしゃいますよね。これがどこが所管なるかあれなんですけども、これって、

何か事業費は発生してるんでしょうか。 

○松本 縁秘書課広報室長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 松本室長。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい。広報室、松本です。特命係は、広報室のほうが担当といいま

すか、取りまとめ事務局を持っています。予算としましては、職員がユーチューブにアップし

たりするということで、具体的には、ユーチューブの映像をつくるときに、音声データ等を使

用しますので、その使用料等を上げさせていただいています。具体的には、市政広報費の中の
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使用料及び制作料ということで、１件 2,200 円で 10 曲というふうなことで、今回予算要求をさ

せていただいているところです。 

今後、活動する中で、いろんなことに経費がかかってくるのかなというところで、今の時点

では、映像をつくるパソコン、専用のパソコンとかもないんですけども、今後進めていく中で

必要なのかなっていうふうなところは話してたりしておりまして、現在の新年度予算には、こ

の音楽の使用料を上げさせていただいているところです。 

◆石田憲太郎分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい、石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。分かりました。市政広報費の中に入っているということですね。ち

ょっと何か楽しみではあるんですね、どういうふうに化けていくのか、これがということで、

ちょっと期待をしとるとこではあるんですけども、いろいろ考えていけば、それなりに予算も

必要になってくるんだろうなと思いますので、じゃあ、市政広報費ということで。 

これ現状、それこそユーチューブで、今、初回の分等が、湖山池上空から、何かドローンで

ね、映像、そういうのがありましたけども、これについては、基本的にはもうユーチューブで

の発信ぐらい、現状考えておられるのは、それぐらいの情報発信なんでしょうか。何かそれ以

外、何かそれ以外のもので考えていらっしゃるようなことって、何かありますか。 

○松本 縁秘書課広報室長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 松本室長。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい。広報室、松本です。現在のところ、ユーチューブをメインで

は考えておりますが、立ち上げと同時に、テレビ局さんのほうから、番組のほうに出演してい

ただきたいっていうような依頼等も受けまして、番組も取らせていただいて、その中で、映像

を流したりっていうこともさせていただいております。ですので、今後、広報のほうで、そう

ですね、知名度アップの事業ですとか、そういったところで、使えるものであれば使っていた

だきたいなと思いますし、あと、魅力のＰＲの動画だけでなく、市の政策的なところのＰＲと

いいますか、詳しく利用者さんに分かるような動画をつくって、支援等活用していただいたり

っていうようなところでも映像を使っていきたいなというふうに考えておりますので、そうい

ったところになりますと、今度、例えば子育てでしたら、今子育てアプリを立ち上げられまし

たので、その中で使う動画等を特命係がつくって、分かりやすくそういった制度等を説明する

というようなところもできたらいいのかなっていうふうには考えているところです。ですので、

活動の幅、範囲は広げていきたいなというふうに考えております。以上です。 

◆石田憲太郎分科員 はい。 

◆吉野恭介分科会長 石田委員。 

◆石田憲太郎分科員 はい。分かりました。ぜひ頑張っていただきたいなと思います。せっかく

時間とお金かけて、そういうものをつくり上げて、それが最大限の効果を発揮しないと意味な

いと思いますんでね、それをつくったもので、それが倍にも何倍にもなるような形で有効活用

して、セールスなり、知名度アップなりにつながっていくような形で、ちょっとその辺、また

しっかりと考えてやっていっていただきたいと思います。お願いします。 
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◆吉野恭介分科会長 そのほかありますか。 

◆伊藤幾子副分科会長 ちょっと、今の市政広報費で。 

◆吉野恭介分科会長 はい、伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 すみません。その市政広報費の中で、新年度も、広報モニターは募集さ

れるんでしょうか。 

○松本 縁秘書課広報室長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 松本室長。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい。広報室、松本です。はい。引き続き、市政モニターを募集す

ることとしておりまして、その予算としまして、報償金のほうを上げさせていただいていると

ころです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 100 名以内ということなんですけど、すみません、予算は 20万というこ

とでいいんでしょうか。 

○松本 縁秘書課広報室長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 松本室長。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい。予算のほうは、100 人に対して 2,000 円程度の図書カードと

いうふうなことを考えておりまして、はい、20 万の予算を計上させていただいています。以上

です。 

◆吉野恭介分科会長 伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。ちょっと年度によってモニターの件数が、案件が違うんですけど、

一応年 10回程度っていうふうに、ホームページでは何かお知らせしてるので、今年度が、アッ

プされてるのが３件っていうことだったので、新年度せっかく募るので、なるべく 10 回に近い

ような形でやっていただけたらなと思います。以上です。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい、委員長。 

◆吉野恭介分科会長 はい、松本室長。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい。広報室、松本です。ありがとうございます。調査のほうです

けども、今年度、今のところ５件実施する予定にしておりまして、５件目は、昨日からモニタ

ーさんのほうに依頼しております。ですので、10件目指してやってるところですけども、ＬＩ

ＮＥでアンケートができ、市のほう、公式ＬＩＮＥのほうでもアンケートができまして、どう

してもそちらのほうが少し人気がありますので、各担当課さんのほうがＬＩＮＥでということ

で、モニターさんのほうが少し活用できていないところがあります。ですので、来年度、今年

度もまだありますので、モニターさんのほうにも御意見を伺うようにしていきたいと思ってお

ります。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい、加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。款・項・目一緒で、細目が 01 広報紙発刊配布費ですけども、
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昨年に比べて 400 万円の減額なんですけども、これは入札見込み減だったでしょうか、確認さ

せてください。 

○松本 縁秘書課広報室長 委員長。 

◆吉野恭介分科会長 松本室長。 

○松本 縁秘書課広報室長 はい。広報室、松本です。400 万円の予算減ですけども、これの大き

なところは、支所だよりのページの見直しで、ページが半分になったことと、それから、すみ

ません、金額的に大きいのは、市報のカラーページを、実態に合わせて半分に減らしたことが

一番大きな要因です。それと併せて、支所だよりのほうも、印刷低減させていただいたという

ところが影響しているということです。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 はい。よろしいですか。はい。そのほかありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆吉野恭介分科会長 はい。じゃあ、これで質疑を終了したいと思います。 

執行部の皆様は、これで退席をお願いいたします。大変お疲れさまでした。 

○山根寿彦情報政策課長 ちょっと１点だけ。 

◆吉野恭介分科会長 山根課長。 

○山根寿彦情報政策課長 すみません。先ほど、デジタル化推進方針の中で、ちょっとお答えで

きなくて、後でとお伝えした部分、分かりましたので、お答えしたいと思います。伊藤副委員

長さんのほうからございました、17 業務が 20 業務になったのはいつかというお話がございま

したけれども、これは、令和３年６月 18日のデジタル社会に向けた重点計画というものがあり

まして、これの閣議決定をされた日でございまして、その日から 20 業務というものが出てきて

おります。以上です。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。 

◆伊藤幾子副分科会長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい。ありがとうございました。 

はい。じゃあ、以上で終了いたします。 

  では、委員の皆様は暫時休憩とします。 

午後３時３分 休憩 

午後３時 31 分 再開 

◆吉野恭介分科会長 はい。じゃあ、会議を再開いたします。 

今、企画推進部の次年度予算について、皆さんから御意見を頂きました。分科会会長報告に

盛り込む事業ということで、若者による地方創生政策推進事業費に関しての提案と、報告とい

うことでまとめさせていただきたいと思います。 

文章については、文言につきましては、正副分科会長に一任ということでさせていただいて

よろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 
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◆吉野恭介分科会長 はい。ありがとうございます。じゃあ、そのように取りまとめさせていた

だきます。 

【監査委員】・【選挙管理委員会】・【出納室】・【市議会】 

◆吉野恭介分科会長 はい。それでは、予算審査特別委員会総務企画分科会を再開いたします。 

質疑に入る前に、本日の分科会について数点確認いたします。本分科会においては、討論、

採決は行うことができません。また、議案審査終了後、分科会長報告に盛り込むべき事項を取

りまとめますが、分科会長報告は、審査時における質疑、答弁、意見を報告するものとなって

おりますので、審査時に出された意見以外は報告することができません。また、分科会長報告

は、各分科会で確認することとなっておりますので、皆様の御協力をお願いいたします。 

  議案第５号令和４年度鳥取市一般会計予算のうち所管に属する部分（質疑） 

◆吉野恭介分科会長 それでは、早速質疑に入ります。議案第５号令和４年度鳥取市一般会計予

算のうち、本委員会の所管に属する部分の質疑を行います。 

まず、監査委員の所管に属する部分について、質疑、御意見のある方は、順次御発言をお願

いいたします。 

◆伊藤幾子副分科会長 ちょっと１個いいですか。 

◆吉野恭介分科会長 はい、伊藤副委員長。 

◆伊藤幾子副分科会長 すみません。何か令和４年、令和５年が、中国地方の会長に当たってる

っていうことで、これは、全国公平委員会連合会の会長でよかったかどうか教えてください。 

○富山 茂監査委員事務局長 はい、委員長。 

◆吉野恭介分科会長 はい、富山局長。 

○富山 茂監査委員事務局長 はい。監査委員の富山です。公平委員は、鳥取県の会長年、順番

になりますけど、会長になる年になっておりまして、それ自動的に、中国地区と全国の理事に

なるという、理事に当たっていくということになりますので、理事会とかに出席なされる旅費

等が今回増えたということになります。はい、以上です。はい。 

◆伊藤幾子副分科会長 分かりました。 

◆吉野恭介分科会長 はい。そのほかありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆吉野恭介分科会長 はい。質疑よろしいですか。はい。質疑なしと認め、次に移ります。 

選挙管理委員会の所管に属する部分について、質疑、御意見のある方は発言をお願いいたし

ます。加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。事業別概要書 227 ページ下の段、選挙管理委員会事務局の

市議会議員選挙費ですけれども、本年度要求額から査定で 300 万円以上減額になってるんです

けども、この減額の主な理由をお尋ねいたします。 

○小嶋 宏選挙管理委員会事務局長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 小嶋局長。 
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○小嶋 宏選挙管理委員会事務局長 要求額から 300 万円以上減額になっておるというところで

す。こちらのほうは、それぞれの費目を精査いたしまして、実際に必要な額といいますか、そ

ういうことで、300 万減になっとるものでございます。 

◆吉野恭介分科会長 はい、加嶋委員。 

◆加嶋辰史分科員 はい、加嶋です。そしたら、後ほどでも構いませんので、また。 

◆吉野恭介分科会長 はい、小嶋局長。 

○小嶋 宏選挙管理委員会事務局長 はい。印刷製本費でありますとか使用料が、要求額より減

になっておりますが、詳細はまた後ほど、申し訳ございませんけど、回答させていただきます。 

◆吉野恭介分科会長 よろしいでしょうか。はい。そのほか質疑ありますか。それじゃ、後ほど

回答いただくということでお願いいたします。 

次に、出納室の所管に属する部分について、質疑、御意見のある方は、発言をお願いいたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆吉野恭介分科会長 よろしいですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

◆吉野恭介分科会長 はい。なしと認めます。 

次に、市議会の所管に属する部分について、質疑、御意見のある方は、発言をお願いいたし

ます。よろしいですか。 

（「はい、なし」と呼ぶ者あり） 

◆吉野恭介分科会長 はい。なしと認めます。 

それでは、選挙管理委員会の先ほどの質疑ですけど、大丈夫でしょうか。はい、小嶋局長。 

○小嶋 宏選挙管理委員会事務局長 はい。ちょっとすぐには手元に資料、詳細なものを持って

おりませんので、ちょっと改めて回答をさせていただきたいというふうに思います。 

◆吉野恭介分科会長 この場では難しいということですね。 

○小嶋 宏選挙管理委員会事務局長 はい。 

○毛利 元市議会事務局主査兼議事係長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい、事務局。 

○毛利 元市議会事務局主査兼議事係長 また、そうしましたら資料を配付させていただくなり、

あるいは、あしたも特別委員会ございますので、その中で段取りをさせていただきたいと思い

ます。 

◆吉野恭介分科会長 はい。それでは、皆さん、そのように取り計らせていただきます。小嶋局

長、よろしいでしょうか。 

○小嶋 宏選挙管理委員会事務局長 はい。 

◆吉野恭介分科会長 はい。それでは、これで令和４年度鳥取市一般会計予算についての質疑を

終了いたします。ありがとうございました。 

午後３時 42 分 閉会 
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議案第 40 号 鳥取市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 
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◎議案【追加分：説明・質疑・討論・採決】 

議案第 66 号 令和３年度鳥取市一般会計補正予算（第 16 号）【所管に属する部分】 
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議案第 69 号 鳥取市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 
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＜陳情（新規）＞ 

令和３年陳情第 12 号 母（毛嘉萍）が中国で不法に逮捕されている件に関する意見書の提出を 

求める陳情 

≪不採択理由（案）≫・実態についての事実確認が難しく、判断が困難なため 

          ・中国政府の内政問題であり、意見書の提出にはなじまないと考える 

ため 

◎報告 

・定員適正化計画の策定について（職員課）
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◎議案【予算審査分：質疑】 

議案第 05 号 令和４年度鳥取市一般会計予算【所管に属する部分】 


